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一
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
海
野
圭
介
・
大
山
和
哉
・
来
山
佳
純
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
和
歌
詠
草
解
説
と
翻
刻
（
一
）
︱
三
条
西
実
教
詠
草
︱
」

『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』（
第
四
十
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
続
き
、

国
文
学
研
究
資
料
館
が
推
進
し
て
い
る
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
「
日

本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」
に
よ
る
国
際
共
同
研

究
「
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
」（
代
表
者
：
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ズ
イ
ッ
カ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
）、
研
究
期
間
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
）
の
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、

三
条
西
家
第
十
五
代
当
主
実さ

ね

勲い
そ（
一
七
八
五
―一
八
四
五
）
の
文
政
期
の
「
実
勲
詠
草
」

を
翻
刻
し
、
日
本
国
内
に
残
る
実
勲
詠
草
諸
資
料
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
の
資
料
的
位
置
づ
け
を

行
い
、
光
格
上
皇
の
門
人
と
し
て
宮
廷
御
会
に
出
座
・
活
動
し
て
い
た
実
勲
の
文
政

期
の
営
み
を
和
歌
年
表
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

翻
刻
・
校
合
に
用
い
た
資
料
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
内
裏
和
歌
御
会
』（
請
求
記
号
：
一
二
四
―二
〇
二
）：

文
化
十
五
年（
文
政
元
年
）（
一
八
一
八
）～
文
政
十
三
年（
天
保
元
年
）（
一
八
三
〇
）。

②�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
仙
洞
和
歌
御
会
』（
請
求
記
号
：
一
二
四
―二
〇
二
）：

文
化
十
五
年（
文
政
元
年
）（
一
八
一
八
）～
文
政
十
三
年（
天
保
元
年
）（
一
八
三
〇
）。

③�
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
会
和
歌
留
』（
請
求
記
号
：
有
栖
―五
〇
八
一
）：
文
化

十
五
年
（
文
政
元
年
）（
一
八
一
八
）
～
文
政
十
三
年
（
天
保
元
年
）（
一
八
三
〇
）。

④�

東
山
御
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〔
光
格
天
皇
門
人
詠
草
伺
御
留�

文
政
年
間
〕（
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
お
よ
び
書
名
は
各
々
和
歌
年
表
の
出
典
に
記
載
）。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵

　
　
光
格
上
皇
御
点
『
実
勲
詠
草
』
解
説
と
三
条
西
実
勲
文
政
期
和
歌
年
表

盛
　
田
　
帝
　
子

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

�

光
格
天
皇
（
上
皇
）・
三
条
西
実
勲
・
閑
院
宮
家
・
有
栖
川
宮
家
・
芝
山
家
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⑤�
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵『
実
勲
詠
草
』一
五
七
通（
請
求
記
号
：

二
二
五
―三
五
―三
）（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
収
集
八
四
六
と
し
て
公
開
、

D
O
I

：10.20730/100121484

）。
本
稿
で
は
、
翻
刻
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ

て
い
る
通
し
番
号
を
（　

）
に
入
れ
て
い
る
。

　

①
・
②
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
和
歌
御
会
の
記
録
で
あ
る
。

①
の
内
、『
内
裏
和
歌
御
会
』
文
化
十
一
年
本
は
、
宮
廷
歌
会
の
一
員
で
あ
っ
た
東

久
世
通
岑
の
書
写
本
で
あ
り
（
遊
紙
表
の
左
肩
に
「
此
写
筆
者
東
久
世
通
岑
卿
」
と

墨
書
）、
注
記
等
か
ら
①
②
は
宮
廷
歌
会
に
出
座
し
て
い
た
者
、
も
し
く
は
そ
の
周

辺
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
写
本
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。
③
は
、
霊
元

天
皇
の
皇
子
で
あ
っ
た
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
を
は
じ
め
と
し
て
御
所
伝
受
の
保
持
者

を
輩
出
し
た
有
栖
川
宮
家
伝
来
の
写
本
で
あ
る
。
注
記
か
ら
、
和
歌
御
会
に
詠
進
さ

れ
た
詠
草
を
取
り
集
め
て
、
宮
中
で
作
成
さ
れ
た
記
録
が
回
覧
さ
れ
て
き
た
も
の
を

書
写
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
④
は
、
光
格
上
皇
が
、
門
弟
の
詠
草
に
添
削
し
た

内
容
を
詠
草
と
と
も
に
、
手
控
え
と
し
て
歌
会
ご
と
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
光

格
上
皇
の
宸
筆
。
対
し
て
、
⑤
は
、
実
勲
が
詠
進
し
光
格
上
皇
か
ら
添
削
・
合
点
を

施
さ
れ
て
返
却
さ
れ
た
和
歌
懐
紙
と
な
る
。

　

①
～
⑤
を
、
宮
廷
歌
会
の
記
録
が
出
来
上
が
る
順
序
で
み
て
ゆ
く
と
、
宮
廷
歌
会

に
詠
進
す
る
こ
と
を
光
格
上
皇
か
ら
許
可
さ
れ
た
実
勲
が
、
清
書
し
た
詠
草
懐
紙
を

師
で
あ
る
光
格
上
皇
に
提
出
し
、
光
格
上
皇
が
宮
廷
歌
会
に
提
出
し
て
も
よ
い
和
歌

に
合
点
と
添
削
を
施
し
て
実
勲
に
返
却
し
た
懐
紙
が
⑤
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
一
五
七
通
、
光
格
上
皇
が
弟
子
た
ち
に
施
し
た
添
削

内
容
を
歌
会
ご
と
に
整
理
し
て
記
録
し
た
も
の
が
④
東
山
御
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
〔
光
格
天
皇
門
人
詠
草
伺
御
留�

文
政
年
間
〕。
実
勲
は
⑤
を
も
と
に
、
詠
草
を
清

書
し
宮
廷
歌
会
に
詠
進
。
歌
会
終
了
後
、
詠
進
さ
れ
た
す
べ
て
の
詠
草
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
て
記
録
さ
れ
、
和
歌
御
会
記
録
と
し
て
各
家
に
回
覧
さ
れ
、
書
写
さ
れ
た

も
の
が
①
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
内
裏
和
歌
御
会
』・
②
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

『
仙
洞
和
歌
御
会
』・
③
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
会
和
歌
留
』（
請
求
記
号
：
有
栖
―

五
〇
八
一
）
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

　
　
　
二
　�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
の
概
要
に

つ
い
て

　

Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
日
本
の
古
典
籍
の
由
来
と
全
体

像
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
（
以
下
、「
Ｕ
Ｃ
Ｂ
」
と
記
す
）

に
移
管
さ
れ
た
三
井
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
海
野
圭
介
・
大
山
和
哉
・
来

山
佳
純
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
和
歌
詠
草
解
説

と
翻
刻
（
一
）
︱
三
条
西
実
教
詠
草
︱
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
書
』

第
四
十
号
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
長
谷
川
強
・
渡
辺
守
邦
・
伊
井
春
樹
・
日

野
龍
夫
・
小
倉
親
雄
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
旧
三
井
文
庫
写
本
目

録
稿
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究
報
告
』
五
、一
九
八
四
年
三
月
）、
岡
雅
彦
・

戸
沢
幾
子
・
石
松
久
幸
・
児
玉
史
子
『
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵　

三
井
文
庫
旧
蔵
江
戸
版
本
書
目
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
に
詳
し
い
。
こ

こ
で
は
、
三
井
家
旧
蔵
本
の
一
部
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
三
条
西
家
旧
蔵
『
実
勲
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詠
草
』（
⑤
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。

　

三
条
西
実
勲
は
、
光
格
天
皇
（
上
皇
）
か
ら
宮
廷
歌
会
の
一
員
と
し
て
和
歌
御
会

に
詠
進
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
宮
廷
歌
人
で
あ
る
。
④
東
山
御
文
庫
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
〔
光
格
天
皇
門
人
詠
草
伺
御
留�

文
政
年
間
〕
等
一
連
の
資
料
お
よ
び
⑤
Ｕ

Ｃ
Ｂ
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
一
五
七
通
よ
り
、
光
格
天
皇
に
歌
道
入
門
し
添
削
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
⑤
Ｕ
Ｃ
Ｂ
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
一
五
七
通
は
、

実
勲
が
宮
廷
歌
会
に
詠
進
す
る
前
に
、
一
つ
の
題
に
つ
き
二
首
～
三
首
を
光
格
上
皇

に
提
出
し
、
光
格
上
皇
か
ら
添
削
・
合
点
を
施
さ
れ
て
返
却
さ
れ
た
懐
紙
、
各
家
の

歌
会
に
詠
進
す
る
前
に
光
格
上
皇
か
ら
添
削
・
合
点
を
施
さ
れ
て
返
却
さ
れ
た
懐
紙
、

下
見
の
師
よ
り
添
削
・
合
点
を
施
さ
れ
て
返
却
さ
れ
た
懐
紙
、
依
頼
さ
れ
た
詠
草
の

下
書
き
等
か
ら
成
る
。
各
懐
紙
は
、
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
以
下
、

い
く
つ
か
具
体
的
に
み
て
ゆ
く
。

　

例
え
ば
、
前
関
白
一
条
忠
良
（
文
政
六
年
三
月
関
白
を
辞
退
）
の
主
催
す
る
一
条

家
歌
会
に
詠
進
し
た
際
の
以
下
の
記
録
が
あ
る
（
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
『
実
勲
詠
草
』
通
し
番
号
十
三
。
以
下
、
通
し
番
号
の
み
を
記
す
）。
光
格
上
皇

の
合
点
が
あ
る
場
合
に
は
〽
、
光
格
上
皇
の
添
削
や
批
言
を
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て

翻
刻
す
る
。
以
下
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
勲
上

　
　

前
関
白
家
会
始

　
　
　

花
有
歓
色

　

〽
と
し
毎
に
い
ろ�

そ〻も

め〻
ま
し〻さ
り

て

　
　

咲
に
ほ
ふ
花
は
幾
世
の

　
　

春
に
さ
か
へ
む

　
　

さ
き
匂
ふ
花
に
か
ぞ
へ
む

　
　

万
代
の
は
る
も
ふ
り
せ
ぬ

　
　

色
と
こ
そ
み
れ

　

実
勲
は
、「
花
有
歓
色
」
と
い
う
題
に
つ
き
二
首
の
詠
草
を
光
格
上
皇
に
提
出
し

た
が
、
光
格
上
皇
は
、
端
の
歌
の
二
句
目
「
い
ろ
そ
め
ま
し
て
」
の
「
そ
め
ま
し
て
」

を
「
も
ま
さ
り
て
」
に
添
削
し
て
合
点
を
施
し
て
い
る
。
実
勲
は
、
こ
の
端
の
歌
を

清
書
し
て
一
条
家
歌
会
に
提
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宮
廷
歌
会
に
詠

進
す
る
時
の
み
な
ら
ず
、
一
条
家
の
歌
会
に
詠
草
を
提
出
す
る
際
に
も
、
光
格
上
皇

が
実
勲
の
詠
草
に
目
を
通
し
添
削
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
実
勲
詠
草
』
の
中
に
は
、
光
格
上
皇
以
外
の
添
削
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
文

化
期
の
詠
草
懐
紙
も
含
め
て
、
以
下
に
い
く
つ
か
例
を
掲
げ
て
み
た
い
。

文
化
二
年
八
月
二
十
六
日
（
九
〇
・
九
一
）

芝
山
家

当
座

　
　
　
　
　
　
　

実
勲

　

家
内
々
当
座
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夕
梅

　

〽
山
里
の
し
づ
が
軒
端
に

　
　

さ
く
梅
の
匂
ひ
を
四
方
に

　
　

送
る
夕
か
ぜ

　
　

き
え
や
ら
ぬ
雪
か
と
見
え
て

　
　

此
夕
そ
こ
と
し
ら
ね
ど

　
　

匂
ふ
梅
が
ゝ

　

文
化
二
年
八
月
二
十
六
日
に
芝
山
家
で
開
催
さ
れ
た
内
々
の
当
座
歌
会
に
実
勲
が

出
座
し
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
実
勲
の
署
名
に
「
上
」
が
な
い
の
で
、
合
点
は
光
格

天
皇
に
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
身
分
的
に
実
勲
と
対
等
の
歌
人
か
、
そ
れ
以
下

の
歌
人
か
ら
施
さ
れ
た
合
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
光
格
天
皇
の
他
の
門
弟
の

状
況
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
宮
廷
歌
会
に
詠
進
す
る
詠
草
を
、
光
格
天
皇
に
提
出
す
る

前
に
下
見
を
し
て
い
た
師
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
実
勲
の
詠
草
を
添
削
し
て
い
る

歌
人
は
、
芝
山
家
の
当
座
歌
会
に
居
合
わ
せ
た
歌
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

文
化
三
年
二
月
二
十
五
日
（
一
三
二･

一
三
三
）

　

尹
宮

　

聖
廟
御
法
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
勲

　

〽
夜
ひ〻
のほ
どま〻

の
浦
風
さ
え
し

　
　

此
朝
げ
い
そ
山
か
け
て

　
　

つ
も
る
し
ら
雪

　
　

わ
か
の
浦
や
し
ほ
れ
う
き
ふ
す

　
　

芦
の
葉
に
雪
ふ
り
つ
も
る

　
　

け
さ
の
し
ろ
た
へ

　

尹
宮
は
閑
院
宮
美は

る

仁ひ
と

親
王
（
文
化
三
年
時
点
で
弾
正
尹
）。
美
仁
親
王
は
、
閑
院

宮
典
仁
親
王
の
王
子
で
、
第
三
代
閑
院
宮
家
当
主
。
光
格
天
皇
よ
り
も
十
四
歳
年
長

の
異
母
兄
で
、
天
明
期
の
光
格
歌
壇
の
濫
觴
期
に
光
格
天
皇
を
支
え
、
共
に
『
詠
歌

大
概
』
の
読
み
合
わ
せ
を
し
た
り
、
光
格
天
皇
が
歌
道
門
人
の
詠
草
を
添
削
す
る
前

に
下
見
を
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
光
格
天
皇
を
補
佐
し
て
き
た
（
盛
田
帝
子
「
光

格
天
皇
歌
壇
の
形
成
」『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
︱
光
格
天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心

に
︱
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。
光
格
天
皇
の
弟
子
で
あ
っ
た
実
勲
は
、
閑
院

宮
美
仁
親
王
が
主
催
す
る
聖
廟
御
法
楽
に
も
和
歌
を
詠
進
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

文
政
七
年
三
月
廿
六
日
（
四
七
・
四
八
）

　

中
務
卿
宮
御
当
座
始
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実
勲

　
　
　

山
路
時
雨

　

〽
朝
ま
だ
き
風
に
さ
き
だ
つ

　
　

む
ら
し
ぐ
れ
四
方
の
山
路
を

　
　

過〻め
ぐ

る
う
き
雲

　
　

旅
人
の
わ
く
る
山
路
の

　
　

風
さ
む
み
空
さ
だ
め
な
く

　
　

時
雨
ふ
る
也

　

中
務
卿
宮
は
、
有
栖
川
宮
韶つ

な

仁ひ
と

親
王
（
文
化
九
年
十
一
月
七
日
、
中
務
卿
に
任
ぜ

ら
れ
る
）。
韶
仁
親
王
は
、
有
栖
川
宮
第
六
代
織
仁
親
王
の
第
二
王
子
と
し
て
誕
生
。

文
化
九
年
二
月
、
家
督
を
相
続
し
て
有
栖
川
宮
第
七
代
と
な
る
。
文
化
七
年
正
月
、

二
十
七
歳
で
光
格
天
皇
に
歌
道
入
門
。
文
政
三
年
二
月
十
日
、
光
格
上
皇
よ
り
天
仁

遠
波
伝
受
を
相
伝
さ
れ
、
十
六
日
、
光
格
上
皇
よ
り
諸
家
の
和
歌
添
削
を
す
る
こ
と

を
許
さ
れ
て
い
る
。
文
政
四
年
十
一
月
十
七
日
、
閑
院
宮
孝た

つ

仁ひ
と

親
王
よ
り
閑
院
宮
の

和
歌
門
人
の
詠
草
下
見
添
削
の
事
を
依
頼
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
、
光
格
上
皇
の

御
点
下
見
の
列
と
し
て
三
条
西
実
勲
も
含
ま
れ
て
い
た
（『
韶
仁
親
王
行
実
』
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
一
二
年
）。
従
っ
て
、
閑
院
宮
美
仁
親
王
が
文
政
元
年
十
月
に
薨
去

し
、
そ
の
王
子
の
孝
仁
親
王
が
閑
院
宮
四
代
と
な
っ
て
か
ら
文
政
四
年
十
一
月
十
六

日
ま
で
、
実
勲
は
閑
院
宮
孝
仁
親
王
よ
り
光
格
上
皇
の
御
点
下
見
を
受
け
て
い
た
が
、

十
一
月
十
七
日
よ
り
は
、
有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
の
下
見
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
政
七
年
有
栖
川
宮
家
御
当
座
始
の
本
詠
草
懐
紙

の
添
削
と
合
点
も
、
有
栖
川
宮
韶
仁
親
王
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

時
、
韶
仁
親
王
は
四
十
一
歳
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
勲
は
、
内
裏
和
歌
御
会
、
仙
洞
和
歌
御
会
な
ど
の
宮
廷
歌
会
以

外
に
も
、
一
条
家
歌
会
、
芝
山
家
歌
会
、
閑
院
宮
家
歌
会
、
有
栖
川
宮
家
歌
会
に
詠

進
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、
光
格
天
皇
（
上
皇
）
以
外
の
下
見
の
師
の
添
削
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、
歌
会
に
詠
進
す
る
以
外
の
次
の
よ
う
な
添
削
詠
草
懐
紙
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

実
勲
（
一
三
七
）

　

菓
子
銘

　
　

春
の
宿

　

〽
風
さ
そ
ふ
は
な
の
み
や
こ
の

　
　

は
る
の
宿
よ
も
に
名
だ
か
く

　
　

香
に
ゝ
ほ
ふ�

な〻ら

り〻し

　
　

長
き
日
を
た
ゞ
花
鳥
の

　
　

な
が
め
し
て
の
ど
か
に
お
く
る

　
　

春
の
や
ど
か
も

　

菓
子
銘
「
春
の
宿
」
で
詠
ん
だ
詠
草
二
首
で
あ
る
。
歌
の
師
か
ら
、
端
の
歌
の
結

句
「
香
に
ゝ
ほ
ふ
な
り
」
を
「
香
に
ゝ
ほ
ふ
ら
し
」
に
添
削
さ
れ
て
合
点
を
付
さ
れ
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て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、請
わ
れ
て
詠
ん
た
歌
で
あ
ろ
う
が
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、

歌
の
師
に
添
削
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、他
に
も
「
香

之
銘　

虫
の
音
」（
一
三
八
）、「
白
粉
銘　

梅
が
香
」（
一
三
九
）、「
酒
之
銘　

春
の
風
」

（
一
七
二
）、「
舟
之
銘　

風
吉
丸
」（
一
七
四
）
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
⑤
Ｕ
Ｃ
Ｂ
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』
一
五
七
通
か
ら
は
、
宮
廷
歌
人
と

し
て
活
動
し
て
い
た
実
勲
の
歌
人
と
し
て
の
軌
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
と
と
も
に
、
光

格
天
皇
（
上
皇
）
の
添
削
指
導
の
実
態
や
、
光
格
歌
壇
の
裾
野
の
広
が
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
「
日
本
語
の
歴
史

的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画
」（
実
施
主
体
・
国
文
学
研
究

資
料
館
、計
画
期
間
二
〇
一
四
年
度
～
二
〇
二
三
年
度
）
に
よ
る
国
際
共
同
研
究
「
Ｕ

Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

（
代
表
者
・
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ズ
イ
ッ
カ
ー
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
）、

研
究
期
間
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
、
三
条
西
家
旧
蔵
資
料
に
関
す
る
研
究
の
担
当

者
は
、
マ
ル
ラ
俊
江
（
Ｕ
Ｃ
Ｂ　

Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー
東
ア
ジ
ア
図
書
館
）、
海
野
圭
介

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）、大
山
和
哉
（
同
志
社
大
学
）、盛
田
帝
子
（
大
手
前
大
学
））、

お
よ
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
天
皇
歌
壇
を
中
心
と
す
る
文
芸

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
」（17K

02479

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

貴
重
な
資
料
の
調
査
と
研
究
に
御
助
力
を
賜
り
ま
し
た
Ｕ
Ｃ
Ｂ　

Ｃ
・
Ｖ
ス
タ
ー

東
ア
ジ
ア
図
書
館
、
お
よ
び
同
図
書
館
日
本
担
当
司
書
マ
ル
ラ
俊
江
氏
、
宮
内
庁
書

陵
部
、
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
凡
例
〕

・�

翻
刻
は
、
年
月
日
・
年
齢
・
御
会
名
・
場
所
・
歌
題
・
三
条
西
実
勲
詠
草
・
題
者
・

奉
行
・
そ
の
他
の
諸
役
・
出
典
・
備
考
の
順
に
示
す
。

・�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
『
実
勲
詠
草
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ

イ
ク
ロ
収
集
846
）
の
翻
刻
は
、
署
名
・
御
会
名
・
題
・
詠
草
の
順
に
翻
刻
し
た
。

・�

詠
草
は
、
原
本
の
行
配
り
は
反
映
せ
ず
追
い
込
み
で
翻
刻
し
、
濁
点
を
付
し
た
。

・�

旧
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

・�〔　

〕
内
は
割
注
で
あ
る
。

・�

歌
に
付
さ
れ
た
光
格
上
皇
の
合
点
は
（
光
格
合
点
）、
批
言
は
《　

》
に
よ
っ
て

示
し
た
。

・�

添
削
資
料
の
場
合
は
、
光
格
天
皇
添
削
後
の
本
文
を
添
削
箇
所
の
す
ぐ
後
に
（　

）

で
示
し
た
。

・�

破
損
や
虫
損
で
判
読
で
き
な
い
部
分
は
▢
を
用
い
て
示
し
た
。

・�

繰
り
返
し
出
て
く
る
出
典
は
以
下
の
よ
う
に
略
し
て
示
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
内
裏
和
歌
御
会
』
→
国
会
本
内
裏

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
仙
洞
和
歌
御
会
』
→
国
会
本
仙
洞

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
会
和
歌
留
』
→
有
栖
川
宮
本
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〔三条西実勲和歌年表−文政期編〕

年月日 年齢 御会名 場所 歌題 三条西実勲詠草および事
項 題者 奉行 その他の諸役 出典 備考：署名、注記等

UCB所蔵『実勲詠草』
（国文学研究資料館マ
イクロ収集846）。（　）
内は、新日本古典籍総
合データベース画像の通
し番号

文化15年
1月18日

34歳 和歌御会始 仙洞 霞添春気色 きみが代のつきせぬ春のい
ろかへてよもにかすみのに
ほふのどけさ

民部卿〔冷泉為
則卿〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

読師：権大納言〔大炊御門経久
卿〕、講師：雅久朝臣〔飛鳥井侍
従〕、発声：源中納言〔庭田重能卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文化15年
1月24日

34歳 御会始 内裏 貴賤迎春 くらゐやまたかきいやしきみ
ちみちにへだてずむかふち
よのはつはる

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

読師：中山大納言〔忠頼卿〕、講
師：光成〔廣橋弁〕、発声：綾小
路三位〔有長卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文化15年
2月11日

34歳 当座御会 内裏 組 題30首（1
～ 3字題）藤

なみかすむ春のみいけにさ
くふぢのえならぬ花のさか
りをぞみる

冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

講師：雅久朝臣〔飛鳥井侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月18日

34歳 （有栖川宮）
御会始

有栖川宮 竹裏鶯 花もあれどたけの葉やまの
かげしめてはるをたのしむう
ぐひすのこゑ

左衛門督 寧尹 講師：中山大納言、読師：重基
朝臣、発声：綾小路三位

有栖川宮本 参議右近衛権中将藤原
実勲

文化15年
2月20日

34歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）早梅

ふりうづむ雪のこずゑにさき
そめてあらしににほふまど
の梅が枝

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

源中納言〔庭田
重能卿〕

講師：雅久朝臣〔飛鳥井侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月22日

34歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（1
～ 2字題）千
鳥

夕されば河かぜさむく行か
へりなくやちどりの声ぞみに
しむ

冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

講師：経則〔勧修寺弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月22日

34歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題3首（1
字題）花

咲にほふ花もかすみてのど
かにもさかりふりせぬやまも
との春

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

講師：光成〔広橋弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲。詠草右上に「後
日刷改」（墨書）と注有

（有栖川宮本）
文化15年
2月24日

34歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 2字題）鶯

くれたけのやどりも梅の花
のかにさそはれきゐる枝のう
ぐひす

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月25日

34歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 3字題）春
山田

此ごろはせかでもますやは
る雨のふるのやま田のなは
しろのみづ

冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

源中納言〔庭田
重能卿〕

雅久朝臣〔飛鳥井侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月25日

34歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（1
～ 3字題）帰
雁

つき花のなごりかすめるあ
けぼのはさすがにかりもみ
ておしむらし

冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

基仲朝臣〔東園頭中将〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文化15年
2月28日

34歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
～ 3字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文化15年
3月7日

34歳 当座御会 仙洞 組 題20首（2
字題）

詠進なし 冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文化15年
3月24日

34歳 月次御会 内裏 桃 花、 款 冬、
春恋

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

右衛門督〔鷲尾
隆純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文化15年
4月8日

34歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（1
～ 2字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文化15年
4月21日

34歳 神影供 仙洞 首夏藤 詠進なし 冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

源中納言〔庭田
重能卿〕

読師：花山院大納言〔家厚卿〕、
講師：光成〔広橋弁〕、発声：綾
小路三位〔有長卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政1年
4月28日

34歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）池
蛍

月はまだやどらぬいけのうき
くさにすだく蛍のひかりすゞ
しき

民部卿〔冷泉為
則卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
5月21日

34歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政1年
5月24日

34歳 月次御会 内裏 夏草、蛍、旅
友

夏草：しげるともはらはぬ
庭のなつくさはさきいでん
花の秋をこそまて、蛍：お
ちたぎつなみにみだれて
すゞ しくもいはもとさらずほ
たるとぶかげ、旅行：ゆき
くるゝ おなじたびねの草まく
らともにかたしく袖ぞ露けき

民部卿〔冷泉為
則卿〕

右衛門督〔鷲尾
隆純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政1年
5月25日

34歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（2
字題）夏鳥

はつねまつころもありしに
きゝ ふるすさつきのそらの山
ほとゝ ぎす

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

右衛門督〔鷲尾
隆純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
6月24日

34歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）稀
恋

さすが又ちぎりたえせずたま
さかにとはるゝ 人のなさけを
ぞしる

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
6月25日

34歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）旅泊

聞なれぬまくらになみのお
と絶ずしばしわすれてみる
ゆめもがな

民部卿〔冷泉為
則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政1年
6月25日

34歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 3字題）閑
居木

人とはぬよにしづかにもす
むいほのこゝ ろの友とむか
ふまつが枝

民部卿〔冷泉為
則卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

講師：俊明朝臣〔坊城頭弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
7月7日

34歳 七夕御会 内裏 七夕喜晴 たなばたのうきせわすれて
ゆきあひのそらにうれしくほ
しやあふらん

民部卿 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲。有栖宮本では下
句が「はるゝ よすゞ しあ
まのかわかぜ」とある。

文政1年
7月24日

34歳 月次御会 内裏 女郎花、秋風、
寄糸恋

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

右衛門督〔鷲尾
隆純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政1年
8月24日

34歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）田
家月

いな葉ふく秋かぜさむし小
山田に露しくとこのつきやみ
るらん

民部卿〔冷泉為
則卿〕

右衛門督〔鷲尾
隆純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
8月28日

34歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）恋関

よるよるはわれをへだてゝ た
れも又とくるちぎりぞ下ひも
のせき

民部卿〔冷泉為
則卿〕

万里小路中納言
〔建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政1年
9月9日

34歳 重陽御会 内裏 菊花久 ちぎりをく花に八ちよのかず
みせてにほふもひさし秋の
しらぎく

冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲詠

文政1年
9月24日

34歳 月次御会 内裏 秋時雨、紅葉、
海辺朝

秋時雨：秋もはやすゑ野の
あらしおとたてゝ さそふしぐ
れの雲にたゞ よふ、紅葉：
下葉までいくしほそめし露し
もにくれなゐふかき神なび
のもり、海辺朝：うらなみ
のみるめはれたる朝なぎに
まぢかくむかふおきつしま
山

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政1年
10月24日

34歳 月次御会 内裏 組 題16首（1
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政1年
12月28日

34歳 月次御会 内裏 組 題100首
（かな題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
1月18日

35歳 御会始 仙洞 天晴有鶴声 詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

読師：中山大納言〔忠頼卿〕、講
師：光成〔広橋右中弁〕、発声：
左衛門督〔明日井雅光卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
後4月16日

35歳 水無瀬宮御
法楽〔去二
月廿二日御
延引〕

仙洞 組 題20首（2
～ 4字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

鷲尾中納言〔隆
純卿〕

雅久朝臣〔明日香井侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本
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文政2年
後4月20日

35歳 聖 廟 御 法
楽〔去二月
廿五日御延
引〕

仙洞 組 題50首（3
字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

講師：顕孝〔葉室権右中弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
後4月21日

35歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題30首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

講師：顕孝〔葉室権右中弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
5月2日

35歳 御会始 内裏 寄世祝言 詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

雅久〔明日井侍
従〕

読師：中山大納言〔忠頼卿〕、講
師：顕孝〔葉室権右中弁〕、発声：
権中納言〔庭田重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
5月8日

35歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
5月21日

35歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
5月22日

35歳 水無瀬宮御
法楽〔去二
月分〕

内裏 組 題20首（1
～ 2字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

講師：雅久朝臣〔明日香井侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
5月24日

35歳 月次御会 内裏 組題100首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
5月25日

35歳 聖 廟 御 法
楽〔去二月
分〕

内裏 組 題50首（1
字題）

詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

顕孝〔葉室権右中弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
6月24日

35歳 月次御会 内裏 夕立雲、松下
水、後朝恋

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
6月25日

35歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題10首（2
字題）

詠進なし 雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

講師：光成〔広橋右中弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
6月25日

35歳 聖廟御法楽 内裏 組 題10首（2
字題）

詠進なし 為全朝臣〔為全
朝臣〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
7月7日

35歳 七夕御会 内裏 七夕草花 詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
7月24日

35歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
8月16日

35歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
8月24日

35歳 月次御会 内裏 秋夕露、水上
月、風前雁

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
9月9日

35歳 重陽御会 内裏 月照菊 詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
9月13日

35歳 当座御会 仙洞 組 題20首（3
～ 5字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
9月18日

35歳 神影供 仙洞 菊花露芳 詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

読師：花山院大納言〔家厚卿〕、
講師：為全朝臣、発声：持明院
三位〔基延卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
9月24日

35歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
9月30日

35歳 当座御会 内裏 組 題30首（1
～ 3字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

講師：光成朝臣〔廣橋頭弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
10月7日

35歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

鷲尾中納言〔隆
純卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
10月24日

35歳 月次御会 内裏 十月見 紅 葉、
残菊留秋、浦
松風

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
11月24日

35歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 3字題）

詠進なし 雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
12月7日

35歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題30首（1
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔明日
香井侍従〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政2年
12月24日

35歳 月次御会 内裏 鷹 狩、 埋 火、
恋衣

詠進なし 左衛門督〔明日
香井雅光卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政2年
12月25日

35歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
1月18日

36歳 和歌御会始 仙洞 松有春色 詠進なし 為全朝臣 鷲尾中納言〔隆
純卿〕

読師：花山院大納言〔家厚卿〕、
講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕、発
声：綾小路三位〔有長卿〕、題者：
為全朝臣、奉行：鷲尾中納言〔隆
純卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
1月24日

36歳 和歌御会始 内裏 江上春望 詠進なし 雅久朝臣 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

読師：一位〔廣橋胤定卿〕、講師：
雅久朝臣〔飛鳥井侍従〕、発声：
持明院三位〔基延卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
2月4日

36歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
2月25日

36歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

顕孝〔葉室弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
2月25日

36歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
2月28日

36歳 月次御会 内裏 組 題20首（1
～ 3字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
3月20日

36歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

講師：光成朝臣〔廣橋頭弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
3月22日

36歳 水無瀬宮御
法楽〔去月
分〕

内裏 組 題20首（3
字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

講師：顕孝〔葉室弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
3月24日

36歳 月次御会 内裏 藤、蛙、舟 詠進なし 冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
3月28日

36歳 神影供 仙洞 社頭桜花 詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

読師：甘露寺前大納言〔国長卿〕、
講師：隆光〔柳原弁〕、発声：左
衛門督〔飛鳥井雅光卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
4月11日

36歳 水無瀬宮御
法楽〔去二
月分〕

仙洞 組 題20首（1
～ 2字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

講師：隆光朝臣〔柳原弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
4月28日

36歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

鷲尾中納言〔隆
純〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
5月4日

36歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（1
～ 2字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

鷲尾中納言〔隆
純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
5月24日

36歳 月次御会 内裏 夏 月、 夏 花、
夏虫

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
6月24日

36歳 月次御会 内裏 組題100首（2
字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
6月25日

36歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（1
～ 3字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

講師：隆光〔柳原弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
6月25日

36歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（1
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政3年
7月7日

36歳 七夕御会 内裏 星河秋興 詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
7月24日

36歳 月次御会 内裏 竹 露、 聞 鹿、
秋恋

詠進なし 雅久朝臣 権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
8月24日

36歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
8月28日

36歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）

詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本
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文政3年
8月30日

36歳 当座御会 仙洞 組 題20首（2
～ 3字題）旅
泊浪

湊江にいくよか同じかぢ枕
聞もはげしき浦浪の声

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

源中納言〔庭田
重能卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政3年
9月9日

36歳 重陽御会 内裏 対菊契久 詠進なし 民部卿〔冷泉為
則卿〕

鷲尾中納言〔隆
純卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
9月13日

36歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（3
～ 4字題）月
契千秋

いくちゞ の秋をちぎりてあふ
ぎみんくもゐにすめるつきの
くまなさ

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政3年
9月24日

36歳 月次御会 内裏 月前紅葉、瀧
辺紅葉、紅葉
交松

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
10月24日

36歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 5字題）夕
雪

まつにふくあらしのおともう
づもれてゆふべしづけき雪
の山さと

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
夕雪：みねしろくかゞ や
く雪のゆふぐれはめな
れぬをちの山もまぢか
き、（光格合点）松にふ
くあらしの音もうづもれ
て夕しづけき雪のやま里

（28）
文政3年
10月26日

36歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
字題）山家水

ながれくるかけひのみづの
おと絶ず聞もさびしきみや
まべのいほ

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政3年
10月30日

36歳 当座御会 仙洞 組 題20首（3
字題）恨人恋

人よしれうらみのはては霜
ゆきにかれやはつべきをか
のくずはら

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

民部卿〔冷泉為
則卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲 実勲上・御当座・恨人
恋：（光格合点）人よし
れうらみ し（の）はて
は霜ゆきにかれやは て
なん（つべき）をかのく
ずはら、契りにし人のこゝ
ろのあさ風につらさ思ひ
のうらみはるけん（25）

文政3年
11月24日

36歳 月次御会 内裏 夜衾、雪、旅
行

詠進なし 冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政3年
12月24日

36歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）遇
恋

うちとけてあふよもそでのか
はかじなあけんわかれをお
もふなみだに

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政3年
12月25日

36歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
～ 3字題）杜
納涼

あつきひのかげをへだてゝ
たちならぶすゞ しさあかぬも
りの下かぜ

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
杜 納 凉：（ 光 格 合 点 ）
あつき日の影をへだてゝ
立ならぶすゞ しさあかぬ
杜の下か げ（ぜ）、夏
ごろもおつるしづくにた
ちぬるゝ すゞ しさあかぬも
りの木がくれ（49）

文政3年
12月28日

36歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）岸
卯花

吹風のよする川せの浪の色
にあらそひさけるきしの卯
花

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政4年
1月18日

37歳 御会始 仙洞 池水浪静 詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

読師：冷泉前新大納言〔為則卿〕、
講師：顕孝〔葉室弁〕、発声：持
明院三位〔基延卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政4年
1月24日

37歳 御会始 内裏 鶯為春友 詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

読師：冷泉前新大納言〔為則卿〕、
講師：光成朝臣〔廣橋頭弁〕、発
声：綾小路三位〔有長卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政4年
1月26日

37歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（1
～ 3字題）荻

をく露をしばしもとめずふき
しほるかぜのやどりの庭の
おぎはら

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

講師：隆光〔柳原弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政4年
1月28日

37歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政4年
2月28日

37歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）池
蛙

すさびゐるいけのかはづの
なく声もこと葉のたねとあか
ずきかまし

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
池蛙：（光格合点）すさ
びゐるいけの蛙のなく声
もこと葉のたねとあかず
きかまし、くれてゆくは
るをかはづのねにたてゝ
池のみぎはにおしみてぞ
鳴、うき草ははらはぬ庭
の池水にすだく蛙の夕ぐ
れの声（149）

文政4年
3月22日

37歳 水無瀬宮法
楽〔去二月
御延引〕

内裏 組 題20首（2
字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
侍従〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

講師：共福〔清閑寺弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政4年
3月24日

37歳 月次御会 内裏 桜、雉、恋 桜：うへもなきくもゐにさけ
るさくら花きみがちとせの春
やかさねん、雉：をのが
すむ野べもさだめずねにた
てゝ なくやきゞ すのつまをこ
ふらん、恋：こゝ ろから末
やまよはんつみそむるたもと
にかゝ るこひ草の露

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政4年
3月25日

37歳 聖廟御法楽
〔 去 月御 延
引〕

内裏 組 題50首（2
字題）

詠進なし 冷泉前新大納言
〔為則卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政4年
4月10日

37歳 水無瀬宮御
法楽〔去二
月分〕

仙洞 組 題20首（2
字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
侍従〕

講師：顕孝〔葉室弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政4年
4月18日

37歳 神影供 仙洞 夏山残花 詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

読師：徳大寺大納言〔実堅卿〕、
講師：雅久朝臣〔飛鳥井侍従〕、
発声：綾小路三位〔有長卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政4年
4月20日

37歳 聖 廟 御 法
楽〔去二月
分〕

仙洞 組 題50首（3
～ 5字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
新少将〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

講師：為全朝臣〔冷泉侍従〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政4年
4月24日

37歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）月
毎秋友

秋ごとにかはらぬよはの友
とみんこゝ ろもすめるつきの
さやけさ

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
月毎秋友：（光格合点）
あき毎にかはらぬ夜半
の友とみんこゝ ろもすめ
る月のさやけさ、あふぎ
みるいく秋あかぬ友なれ
や雲井の月の万代のかげ

（101）
文政4年
5月4日

37歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
字題）鵜河笧

つきをそきかた山かげの大
井川うぶねのか りゞみえて
すゞ しき

雅久朝臣〔飛鳥
井侍従〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政4年
5月13日

37歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題30首（1
～ 4字題）述
懐

あつめみる窓の蛍のひかり
より人にはぢぬる心ぐらさを

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
新少将〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政4年
5月24日

37歳 月次御会 内裏 盧 橘、 水 鶏、
海辺

盧橘：雨はるゝ 露もすゞ しく
夕かぜにこぼれてにほふの
きのたち花、水鶏：あけよ
とやさしてつきみぬまきのと
をたゝ くはよはのくゐななる
らし、海辺：うみごしの山
もまぢかくみえそめて明行な
みにうかぶよこぐも

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲
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文政4年
8月24日

37歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 3字題）紅
葉

あだにをく露しもなしとうす
くこくそむる木のはの色や
みすらん

為全朝臣〔冷泉
少将〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政4年
8月25日

37歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
～ 4字題）寄
秋草恋

うらみすやひとのこゝ ろの秋
かぜにつれなくかるゝ 野べ
のくずはら

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
寄秋草恋：とはるやと
人待ふかすたまくらに
きけば軒ばの荻の上風、

（光格合点）うらみす
や人のこゝ ろの秋かぜに
つれなくかるゝ 野べのく
ず原（102）

文政4年
9月9日

37歳 重陽御会 内裏 毎秋愛菊 あかでなをまたこのあきもう
へそへてかはらずみまししら
ぎくの花

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政4年
9月24日

37歳 月次御会 内裏 鶉、秋霜、思 詠進なし 冷 泉 前 大 納 言
〔為章卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政4年
9月28日

37歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題20首（2
字題）七夕

へだてこし恨もはれて七夕
の逢よの秋のけふやまつら
ん

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政4年
10月24日

37歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）花
参老

咲のこるこずゑもまじる花さ
くらさかりえならぬ色やわく
らん

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。詠草右上に「後
日詠進。十二月廿六日
御到来」（墨書）と注有

（有栖川宮本）。
文政4年
11月28日

37歳 月次御会 内裏 雪上月、千鳥、
松色久

雪上月：しろ妙にふりつむ
雪のそらはれてひかりをか
はすつきのさむけさ、千鳥：
かぜあらきいそべのまつの
ねにたてゝ いくよちどりのつ
まやとふらん、松色久：か
げたかくくもゐの庭に生の
ぼるまつのみどりの色はか
はらじ

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲。詠草右上に「後
日詠進」（墨書）と注有

（有栖川宮本）。

文政4年
12月24日

37歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 5字題）名
所菖蒲

五月雨のふるのゝ ぬまのあ
やめ草みどりすゞ しく生しげ
りゆく

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
名所菖蒲：（光格合点）
五月雨のふる野ゝ ぬまの
あやめ草みどりすゞ しく
生しげり行、をく露の玉
江の芦に生たちてまじる
あやめのかほるゆふかぜ

（127）
文政5年
1月18日

38歳 和歌御会始 仙洞 子日契 きみがためひく手にち世の
はるかけてちぎるねの日の
まつのことのは

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

読師：徳大寺大納言〔実堅卿〕、
講師：隆光〔柳原弁〕、発声：権
中納言〔庭田重能卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲詠

文政5年
1月27日

38歳 御会始 内裏 禁中春 玉だれのこすのどかにての
どかにも大うち山のかすむ
春かぜ

左衛門督 坊城中納言〔俊
明卿〕

読師：鷲尾大納言〔隆純卿〕、講
師：為全朝臣〔冷泉少将〕、発声：
左衛門督〔飛鳥井雅光卿〕

国会本内裏 参議右近衛権中将藤原
実勲

文政5年
後 1 月24
日

38歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）

詠進なし 冷泉前新大納言
〔為則卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政5年
後 1 月26
日

38歳 賜大樹五十
賀

内裏 松延齢 詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政5年
2月22日

38歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 為全朝臣〔冷泉
少将〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

顕孝〔葉室弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政5年
2月22日

38歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（3
字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

講師：基茂朝臣〔園頭中将〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政5年
2月25日

38歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 3字題）

詠進なし 雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

光成朝臣〔廣橋頭弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

文政5年
2月25日

38歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（1
字題）

詠進なし 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

講師：雅久朝臣〔飛鳥井少将〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

文政5年
2月24日

38歳 月次御会 内裏 花洛春月、帰
雁遠、寄埋木
恋

花洛春月：いつはあれとひ
かりを花のみやことやかす
みてにほふ春のよのつき、
帰雁遠：かへりゆくなごり
みをくるおもかげもかすめる
をちの春のかりがね、寄埋
木恋：人しらぬ思ひぞふか
きみはつひにくちやはてな
んたにの埋木

為全朝臣〔冷泉
少将〕

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政5年
2月30日

38歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（1
～ 3字題）菊

さき出て雲ゐにゝ ほふしらぎ
くのふりせぬ花の秋やかさ
ねん

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

雅久朝臣〔飛鳥井少将〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
3月2日

38歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 4字題）秋
月添光

あきらけき秋は光をますかゞ
み万代かけて月やすむらん

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

為全朝臣〔冷泉少将〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政5年
3月11日

38歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
字題）菫菜露

あさぢふに色なつかしく咲ま
じるすみれの花のあかぬあ
さ露

冷泉前新大納言
〔為則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・御当座・菫菜
露・（光格合点）あさぢ
ふに色なつかしく咲まじ
るすみれの花のあかぬ
朝露、つみのこす野べ
のすみれの夕つゆにえ
ならぬ色はあすもきてみ
ん（53）

文政5年
3月18日

38歳 神影供 内裏 春曙月 詠進なし 雅久朝臣 左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

読師：源一位〔庭田重嗣卿〕、講
師：雅久朝臣〔飛鳥井少将〕、発
声：持明院三位〔基延卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

文政5年
3月24日

38歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）若
菜

子日せし小まつがはらにも
え出るみどりの若な千世も
つむべき

為全朝臣〔冷泉
少将〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
3月28日

38歳 当座御会 仙洞 組 題20首（2
～ 4字題）春
夕

都人春の花野にまどゐして
家路わするゝ 夕暮の空

院御題 右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲 実勲上・御当座・春夕：
（光格合点）みやこ人
はるの花野にまどゐして 
かへる家路をわする夕ぐ
れの空（家路わするゝ
夕ぐれの空)、いるとみ
し山の端たかくくれやら
ぬ霞に匂ふ日影なるらん

（107）
文政5年
4月24日

38歳 月次御会 内裏 葵、恋、鶴 葵：はらはじなあさ露なが
ら玉すだれかけしあふひの
色ぞすゞ しき、恋：つれなく
もいつまでひとりあふよはも
しらぬつきひを中にかぞへ
む、鶴：をのがへん千とせ
の末もちぎるらしさかゆくみ
よのとも鶴の声

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

実勲上・禁中御月次・
葵：葉がへせぬまつの
尾山のあふひ草をなじみ
どりに生しげるなり、は
らはじな朝つゆながら玉
すだれかけし葵の色ぞ
すゞ しき、恋：つれなく
もいつまでひとりあふ夜
半もしらぬ月日を中にか
ぞへん、此まゝ にあふよ
もなくてこひしなば人に
うらみののこるとをしれ、
鶴：をのがへん千年の
末もちぎるらしさかゆく御
代の友づるの声、みそ
のふの松にすだちしひな
づるは君にならひて千代
やへぬべし（61・62）
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文政5年
4月28日

38歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
字題）納涼

あつき日もかげかたぶきて
なつ衣すゞ しくかよふそでの
ゆふ風

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

講師：光成朝臣〔廣橋頭弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実 勲 上・ 御 当 座・ 納
凉：（光格合点）影あ
つき日もかたぶきて（あ
つき日も影かたぶきて） 
なつごろもすゞ しさあかぬ

（すゞしくかよふ） そで
の 上（夕）風、夏の日
のたへぬあつさもたかど
のはわするゝ かぜの吹も
すゞ しき（108）

文政5年
5月7日

38歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）恨恋

身のとがに人やなすべきう
きふしのつもれる中の恨な
りけり

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

顕孝〔葉室弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲 実勲上・御当座・恨恋：
（光格合点）身のとが
に人やなすべきうきふし
のつもれる中の恨なりけ
り、ちぎり▢（虫損）も
いつはりなりしことの葉
と思へばふかきうらみま
される（128）

文政5年
5月24日

38歳 月次御会 内裏 組 題10首（2
字題）嶺雲

むかひみんしばしはみねに
のこる日のかげろふ雲のそ
むるひとすぢ

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
嶺雲：（光格合点）む
かひみんしばしはみね
に残る日の かげにぞ雲
(かげろふ雲)のそむる一
すぢ、ふりいでん雨をも
よほすうき雲のみねに一
むらかゝ る夕ぐれ（136）

文政5年
6月24日

38歳 月次御会 内裏 瞿 麦、 夕 顔、
緑竹

瞿麦：春まきしひとつたね
よりさまざまのさかりめかれ
ぬ庭のなでしこ、夕顔：山
がつのへだてばかりやまば
らなるかきねにか るゝ夕が
ほの花、緑竹：としごとに
おひそふ色のふかみどりか
はらぬ竹のよゝ かけてみん

為全朝臣〔冷泉
少将〕

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政5年
6月25日

38歳 聖廟御法楽 内裏 組題50首（か
な題）ふね

をくれじとをのがうらうらこ
ぎいでゝ なみにうかべるあま
のつりぶね

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

基茂朝臣〔園頭中将〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
6月25日

38歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）洲鶴

川水のながれにとをき松か
げにところをしめてたてる友
づる

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

共福〔清閑寺弁〕 国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲

文政5年
7月24日

38歳 月次御会 内裏 組題100首（1
字題）鷹

かり衣わけもつくさずたかす
へてかへるふもとの名ごりを
ぞおもふ

為全朝臣〔冷泉
少将〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
8月24日

38歳 月次御会 内裏 嵯峨野虫、須
磨浦月、葛城
山雲

嵯峨野虫：所がらこゝ ろを
とめてきゝ すてぬ秋のさが
のゝ よはのむしのね、須磨
浦月：すまのうらやつきみ
んためかあまのたくもしほ
のけぶり立ものぼらず、葛
城山雲：むかひみるかつら
ぎ山のみねたかくかゝれる
雲のはるゝ まぞなき

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政5年
9月9日

38歳 重陽御会 内裏 菊添佳色 千々の秋みそのゝ 露に咲に
ほふきくはさかりの色まさり
けり

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

為全朝臣〔冷泉
少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政5年
9月13日

38歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
字題）原月

吹かぜに野はらのすゝ き露
ちりてやどれるつきのかげ
はとまらず

為全朝臣〔冷泉
少将〕

権中納言〔庭田
重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
原月：（光格合点）ふく
風に野はらのすゝ き露ち
りてやどれる月の影はと
まらず、末とをく露をわ
け行草のはら月はくまな
くすみわたる影（118）

文政5年
9月24日

38歳 月次御会 内裏 組題100首（2
字題）秋夕

心から物おもふあきの夕ぐ
れはなみだにそでをしぼり
こそすれ

為全朝臣〔冷泉
少将〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
9月24日

38歳 和歌当座御
会

仙洞 組 題30首（2
～ 4字題）紅
葉霜

をく霜にそめしこずゑのかげ
うつすみいけのきしの木々
のもみぢば

為全朝臣〔冷泉
少将〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本仙洞・有栖川宮
本

実勲 実勲上・御当座・紅葉霜：
（光格合点）をく霜にそ
めしこずゑのかげうつす
みいけのきしの木々のも
みぢば、くれて行あきの
名残と色ふかく朝夕しも
のそむるもみぢば（106）

文政5年
10月24日

38歳 月次御会 内裏 松上霜、湖千
鳥、寄舟恋

松上霜：松にふくよはのあ
らしのをとよりも梢にをける
しもぞみにしむ、湖千鳥：
さよ千どりつまとふしがのう
らづたひなみにうらみてな
きあかすらん、寄舟恋：う
らなみによるべさだめずたゞ
よひてみはうきふねのくちな
んもうし

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

右衛門督〔万里
小路建房卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

実勲上・禁中御月次・
松上霜：松にふくよは
のあらしの音よりもこず
ゑにをけるしもぞ身にし
む、さむけしな朝夕ふか
く置霜にみどりかはらず
たてる松がえ、湖千鳥：
にほの海ふき落るひらの
山かぜに友まどはして千
鳥鳴なり、小夜ちどりつ
まとふしがのうらづたひ
波にうらみて鳴あかすら
ん、寄舟恋：うらみて
も身はいつまでかすてを
ぶねよるべの浪のたより
だになき、浦なみによる
べさだめずたゞ よひて身
はうき舟のくちなんもうし

（56･57）
文政5年
10月27日

38歳 和歌当座御
会

内裏 組 題30首（1
～ 2字題）千
鳥

あさりするひがたの千どりみ
つしほにゆふなみたかくむ
れてたつらん

左衛門督〔飛鳥
井雅光卿〕

右兵衛督〔藤谷
為脩卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
11月24日

38歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 4字題）惜
花

又もこん春をおもへどさくら
花ちるをわかれとおしみこ
そすれ

為全朝臣〔冷泉
少将〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政5年
12月24日

38歳 月次御会 内裏 連日雪、年内
鴬、巌頭苔

連日雪：ふりいでゝ はるゝ 日
もなくしろ妙につもりし雪の
ふかさをぞみる、年内鴬：
としのうちに春たちぬとて
鴬のをくれずきなく声やきく
らん、巌頭苔：これもまた
たねしあればやむす苔の
つゝ むいはほはいくよへにけ
ん

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

雅久朝臣〔飛鳥
井少将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政6年
1月18日

39歳 御会始 仙洞 水樹多隹趣 君ぞみん霞むみそのゝ いけ
水はみぎはのまつのいろに
すむらむ

左衛門督 雅久 読師：鷲尾大納言、講師：共福、
発声：左衛門督

有栖川宮本 参議右近衛権中将藤原
実勲詠

文政6年
2月22日

39歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（3
～ 4字題）水
郷月

水無瀬川わすれぬさとゝ す
みわたる月もむかしの秋や
とふらん

為全朝臣 俊明 講師：光成朝臣 有栖川宮本 実勲

文政6年
2月25日

39歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）水鶏

ちぎらねば待人もなきゆふ
ぐれにたが門たゝ くくゐなな
るらん

雅久朝臣 建房 隆光 有栖川宮本 実勲
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文政6年
3月7日

39歳 御会始 内裏 霞満山 春きぬとやま又やまのみね
たかくか るゝかすみの色の
のどけさ

雅久朝臣〔右少
将〕

左衛門督〔雅光
卿〕

読師：花山院大納言〔家厚卿〕、
講師：基茂朝臣〔頭右中将〕、発
声：権中納言〔重能卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政6年
3月10日

39歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
字題）田里

朝夕にたつるけぶりも君が
代はにぎはふ小田のたみの
家々

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

右衛門督〔建房
卿〕

共福〔蔵人権右中弁〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
3月18日

39歳 神影供 内裏 花色春久 さきしよりうつろふいろはし
らでみるはなにかぞへんは
るやいくはる

為全朝臣 雅久 読師：花山院大納言、講師：為
全朝臣、発声：権中納言

有栖川宮本 参議右近衛権中将藤原
実勲詠

実勲上・神影供・花色
春久：（光格合点）咲し
よりうつろふいろ も（は）
しらでみるはなにかぞへ
ん春は（や）いくはる、
はるいく世かけてぞあか
ぬ色そへて花はさかりの
ふりせずも哉（78）

文政6年
3月22日

39歳 水無瀬宮御
法楽〔去月
分〕

内裏 組 題20首（3
～ 4字題）水
郷郭公

ひくふねのたかせのよどの
河なみになきてすぎ行山ほ
とゝ ぎす

雅久朝臣〔右少
将〕

権中納言〔重能
卿〕

講師：雅久朝臣〔右少将〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
3月24日

39歳 月次御会 内裏 組 題5首（1
～ 2字題）雪

わすられぬみしはる秋の花
紅葉おもかげうづむけさの
しら雪

左衛門督〔雅光
卿〕

為全朝臣〔左少
将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
6月16日

39歳 聖 廟 御 法
楽〔去二月
分〕

内裏 組 題50首（2
～ 3字題）旧
巣鴬

長閑なるみやこいそがでう
ぐひすはふるすの山にはつ
ねなくらん

為全朝臣〔左少
将〕

雅久朝臣〔右少
将〕

講師：為全朝臣〔左少将〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
6月24日

39歳 月次御会 内裏 風前夏草、瀧
辺蝉声、名所
眺望

風前夏草：吹かぜにちる
露みえてふかみどりなびくや
くさの葉やましげやま、瀧
辺蝉声：なつ山のこずゑの
露になくせみの声もおちき
てひゞ くたきなみ、名所眺
望：へだてつる雲はなかば
にかゝ りけりながめもあかぬ
山はふじのね

雅久朝臣〔右少
将〕

為全朝臣〔左少
将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政6年
6月25日

39歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 4字題）墻
夕顔

心あてにみればすゞ しくたそ
がれのかきねにさける露の
ゆふがほ

雅久朝臣〔右少
将〕

権中納言〔重能
卿〕

講師：基茂朝臣〔頭右中将〕 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中聖廟御法
楽・墻夕顔：（光格合
点）心あてにみればすゞ
しくたそがれのかきねに
咲る露の夕がほ、立より
てみる人あらじさきかこ
ふしづがゝ きねの夕がほ
の花（103）

文政6年
6月25日

39歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）夏河

時のまに川波たかくながれ
行はげしくすぎし夕立の跡

冷泉前大納言 為脩 講師：基茂朝臣 有栖川宮本 実勲

文政6年
7月7日

39歳 七夕御会 内裏 七夕天 ほし合のあまつそらふく秋
かぜに月のみふねのよるを
こそまて

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

雅久朝臣〔右少
将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政6年
7月24日

39歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）松
上藤

二葉よりまつにいく春ちぎり
をきて梢にか るゝふぢなみ
の花

為全朝臣〔左少
将〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
8月16日

39歳 和歌当座御
会

内裏 組 題5首（4
字題）月契多
秋

こゝ の重のみやこのそらにす
む月はちぎる千とせの秋もく
もらじ

左衛門督〔雅光
卿〕

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
8月23日

39歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）祝言

波風もしづかなる世のとき
にあひてこゝ ろゆたかに民
やたのしむ

雅久 雅久 講師：為全朝臣 有栖川宮本 実勲

文政6年
8月24日

39歳 月次御会 内裏 月為 終 夜 友、
鶉鳴草花中、
稀逢不絶恋

月為終夜友：ねもやらずひ
とりおきゐてよもすがらとも
となぐさむ月のくまなさ、鶉
鳴草花中：秋のゝ にさかり
あらそふもゝ 草の花にまじり
てうづらなくなり、稀逢不
絶恋：あふことのまれなる
中もこのまゝ に末たえせず
は何うらむべき

左衛門督〔雅光
卿〕

右兵衛督〔為脩
卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政6年
9月9日

39歳 重陽御会 内裏 九月九日菊 詠進なし 為全朝臣〔左少
将〕

冷 泉 前 大 納 言
〔為則卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政6年
9月24日

39歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣〔右少
将〕

右衛門督〔建房
卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政6年
10月2日

39歳 当座御会 仙洞 組 題20首（2
字題）

詠進なし 為全 為則 有栖川宮本

文政6年
10月24日

39歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
～ 4字題）雲
間冬月

小夜あらしさそひつくさぬ雲
まよりもるかげさむく月ぞこ
ほれる

雅久朝臣〔右少
将〕

為全朝臣〔左少
将〕

国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政6年
10月24日

39歳 月次御会 内裏 待初雪、河千
鳥、旅行暁

待初雪：日かずのみかさね
てぞまつ初雪のふるををそ
しと何うらむらん、河千鳥：
つきさゆる河せの浪のをと
ふけてなくや千どりの声ぞ
みにしむ、旅行暁：聞なれ
ぬ山ぢのあらしをとすごくこ
え行たびのあかつきはうし

為全朝臣〔左少
将〕

左衛門督〔雅光
卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛中将藤原実
勲

文政6年
11月24日

39歳 当座御会 内裏 組 題100首
（かな題）

詠進なし 左衛門督〔雅光
卿〕

右兵衛督〔為脩
卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

文政6年
12月11日

39歳 当座御会 仙洞 組 題20首（3
～ 4字題）水
上雪

今朝みれば池水ひろくとぢ
はてしこほりをうづむゆきの
しら波

冷泉前大納言 為脩 有栖川宮本 実勲

文政6年
12月24日

39歳 月次御会 内裏 早春薫風、海
辺冬鶴、寄山
契恋

早春薫風：くれてゆくとしの
こなたにさき出てあさかぜ
にほふ梅のはつ花、海辺
冬鶴：打よするなみはこほ
りて難波がたさむきあしべ
にたづぞむれゐる、寄山契
恋：ときは山かはらぬ色に
千とせをもならびてちぎる言
葉たがふな

雅久朝臣〔右少
将〕

坊城中納言〔俊
明卿〕

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政7年
1月18日

40歳 御会始 仙洞 松下風声 こゑたかくまつふくかぜにき
こゆなるきみがちとせのは
るものどかに

為全朝臣 雅光 読師：源大納言、講師：基茂朝臣、
発声：綾小路三位

有栖川宮本 参議右近衛権中将藤原
実勲詠

文政7年
1月24日

40歳 御会始 内裏 子日鴬 けふもひくねのひの松の千
世のはるにきくこゑあかぬ
野べのうぐひす

冷泉前大納言 重能 読師：甘露寺前大納言、講師：
光成朝臣、発声：左衛門督

国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛中将藤原実
勲

文政7年
1月28日

40歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣 雅光 講師：顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
2月22日

40歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（2
～ 3字題）

詠進なし 為全朝臣 雅光 講師：為知 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
2月22日

40歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 雅久 雅久 講師：為全朝臣 有栖川宮本

文政7年
2月24日

40歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 4字題）不
逢恋

あはじとはいひはなさぬを
たのみにていつまでつらき
思ひなるらん

左衛門督 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政7年
2月24日

40歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）白露

草のはにあきをばみせてし
ら露の先置そめし色のさや
けさ

冷泉前大納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲
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文政7年
2月25日

40歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 4字題）

詠進なし 雅久朝臣 為全 基茂朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
2月26日

40歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）曙雲

影のこる月もかすみて山端
によこぐもしらむ春のあけぼ
の

左衛門督 為全 講師：為知 有栖川宮本 実勲

文政7年
3月18日

40歳 神影供 内裏 社頭鴬 さきにほふこのかみがきの
はなのえに木づたひきゐるう
ぐひすのこゑ

冷泉前大納言 為脩 読師：冷泉前大納言、講師：雅
久朝臣、発声：左衛門督

有栖川宮本 参議右近衛権中将藤原
実勲

文政7年
3月24日

40歳 月次御会 内裏 糸桜、燕、恋
風

糸桜：末ながくきみこそは
みめいとざくらふりせぬはな
のはるやいく千世、燕：こゝ
ろあてのふるすやありとつば
くらめ軒ばまぢかくわすれず
もとふ、恋風：かならずと
たのみをく夜のたまくらにき
く音ふくるまつ風はうし

為全 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛中将藤原実
勲

文政7年
4月24日

40歳 月次御会 内裏 組 題20首（1
～ 3字題）照
射

秋よりもなをたちならし茂り
あふ葉山の鹿のともしにや
よる

冷泉前大納言 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政7年
5月10日

40歳 聖 廟 御 法
楽〔去二月
廿五日御延
引〕

仙洞 組 題50首（1
～ 2字題）

詠進なし 左衛門督 為脩 為知 有栖川宮本

文政7年
5月14日

40歳 当座御会 仙洞 組 題20首（3
字題）夏逢恋

うらなくも逢よぞうれし夏衣
ひとへに契る中の行末

為全朝臣 重能 有栖川宮本 実勲

文政7年
5月24日

40歳 月次御会 内裏 五月郭公、池
朝菖蒲、山家
送年

五月郭公：五月きぬさとを
もはかずほとゝ ぎす声をおし
まで鳴わたるらし、池朝菖
蒲：あさ戸でにみればすゞ
しくあやめぐさいけの渚に
風かほるなり、山家送年：
松にふくあらしもなれていく
としのはるあきをくる山かげ
のいほ

雅久朝臣 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲詠

文政7年
5月30日

40歳 当座御会 内裏 組 題30首（1
～ 3字題）葵

玉とみし露はこぼれてあさ
風になびくあふひの色ぞ
すゞ しき

左衛門督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・葵：
（光格合点）玉とみし
露はこぼれてあさかぜに
なびくあふひの色ぞすゞ
しき、松ならぬおなじ二
葉にあふひ草いく世つき
せずおふる神山（142）

文政7年
6月24日

40歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）夏
祝

そこきよくすめるもすゞ しみ
かは水君がちとせのかげを
うつして

左衛門督 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政7年
6月25日

40歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
字題）寒草

くちはてず霜にいつまでか
れてたつ色も寒けし庭の萩
はら

為全朝臣 重能 講師：雅久朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政7年
6月25日

40歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（3
～ 4字題）待
空恋

たのめしにかはるつらさのこ
との葉をさらでこよひも待あ
かすらん

為則 為則 正房 有栖川宮本 実勲

文政7年
7月7日

40歳 七夕御会 内裏 星夕言志 すゞ しくもはつあきかぜのふ
きよするほしのあふ瀬のあ
まのかはなみ

雅久朝臣 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政7年
7月24日

40歳 月次御会 内裏 萩花、女郎花、
尾花

萩花：さきしよりした行水
はあきはぎのはなのかげみ
るかゞ みなるらし、女郎花：
むすあはの色をならひてあ
きのゝに匂ふさかりはをみ
なへしかも、尾花：末とを
くたつしら波のいろみせて
おばなをわたるまのゝ 浦か
ぜ

民部卿 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲 実勲上・禁中御月次・
萩花：はぎの戸のいく
世ふる枝の花ざかり心を
とめて色はみてまし、（光
格合点）咲しよりした行
水はあき萩のはなのか
げみるかゞみなるらし、
女 郎 花：（ 光 格 合 点 ）
むすあはの色をならひて
秋野ゝ に匂ふさかりはを
みなへしかも、折とらば
我名やたゝ んをみなへし
おほかる野べをみては
過うき、尾花：（光格合
点）末とをくたつしら波
のいろみせておばなを
わたるまのゝ 浦かぜ、秋
風のふきなちらしそなび
きあふ野べの尾花の袖
のしら露（123･124）

文政7年
8月24日

40歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 5字題）

詠進なし 為全朝臣 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
8月30日

40歳 当座御会 仙洞 組 題20首（3
字題）

詠進なし 飛鳥井三位 建房 有栖川宮本

文政7年
後 8 月24
日

40歳 月次御会 内裏 雁、碪、契 雁：こし路よりいくへの山
のみねこえてみやこの空に
雁のきつらむ、碪：浦かぜ
のよさむをすまのあま人も
ふせぐためとやきぬたうつら
ん、契：かならずとちぎりお
くよのふくるまでとひくる人
を待ぞわびぬる

左衛門督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政7年
9月9日

40歳 重陽御会 内裏 菊花宴久 ながつきやきくのさかづき
千世までもかはらぬはなの
いろかうかべて

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政7年
9月13日

40歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
～ 4字題）

詠進なし 左衛門督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
9月21日

40歳 修学院御幸
御会

修学院 紅葉色深 詠進なし 為則 為則 有栖川宮本

文政7年
9月21日

40歳 於修学院御
当座

修学院 水樹多佳趣 詠進なし 院御題 為則 有栖川宮本

文政7年
9月24日

40歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）折
紅葉、紅葉下
菊

折紅葉：よそに見て帰るは
おしと家づとに手折行ての
みちの紅葉ゞ 、紅葉下菊：
いく千しほそめし紅葉の木
のもとにおなじ秋とや匂ふ
しら菊

飛鳥井三位 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。「後
日詠進」と墨書の注有

（有栖川宮本）

文政7年
10月10日

40歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 冷泉新三位 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

文政7年
10月21日

40歳 当座御会 仙洞 組題20首（和
歌の句）木の
したつゆは

みやぎ野の木のしたつゆは
秋はぎの花のにしきの色や
そふらん

民部卿 為脩 有栖川宮本 実勲

文政7年
10月24日

40歳 月次御会 内裏 落葉交雨、残
菊猶匂、海路
浪遥

落葉交雨：こずゑにはいろ
ものこさずふきまぜてしぐれ
をそむる風の紅葉ば、残菊
猶匂：千世ふべくあきより
のちもみそのふに猶にほひ
ぬる霜のしら菊、海路浪遥：
けふいく日おなじふなぢの
わたのはら行ゑもなみのは
るかなるらん

民部卿 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲
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文政7年
11月24日

40歳 月次御会 内裏 組 題20首（2
～ 4字題）月
前雪、河上雪

月前雪：はれやらでふるか
とみれば月ゆきのひかりを
かはす冬のよの庭、河上
雪：冬川のきしのくれ竹お
れふしてこほらぬ水につもる
しら雪

為全 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
月前 雪：（ 光 格 合 点 ）
はれやらでふるかとみれ
ば月ゆきのひかりをかは
す冬のよの庭、さえわ
たる月のかつらの小夜
風にちりくる雪ははなの
面かげ、河上雪：（光
格合点）冬川のきしの
くれ竹 を（お）れふし
て氷らぬ水につもるし
らゆき、飛鳥川ふち瀬
もわかず氷ゐしなみに
はゆきのふりつもりけり

（163･164）
文政7年
12月10日

40歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）岡篠

冬がれもしらぬをかべの
さゝ のはに露結ぶ霜の色は
さむけし

左衛門督 雅久 有栖川宮本 実勲

文政7年
12月15日

40歳 当座御会 内裏 組 題30首（4
字題）水鳥馴
舟

朝夕になをなれなれてふな
人のさすさほちかくうかぶ
水鳥

民部卿 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政7年
12月24日

40歳 月次御会 内裏 梅告春近、名
所炭竃、契行
末恋

梅告春近：年さむみ雪つ
む枝に咲出て春やちかしと
匂ふ梅がゝ 、名所炭竃：さ
むさをもいとはで小野ゝ山
人は煙たてそふみねの炭が
ま、契行末恋：諸ともに思
ひかはしてひとすぢに行末
契る中の言の葉

左衛門督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政8年
1月18日

41歳 和歌御会始 仙洞 鴬声和琴 つまごとのはるのしらべのこ
ゑそへて千世もあかずやう
ぐひすのなく

飛鳥井三位 為脩 読師：皇太后宮権大夫、講師：
顕孝朝臣、発声：冷泉新三位

有栖川宮本 権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（光格合点）つまごと
の春のしらべの声そへて
千代もあかずや鴬のな
く、くりかへし調ぶるこ
とにあかぬねもいく春そ
ふるわかの鴬、鴬もかき
なすことに千々の春ひか
れてきなく声やそふらん　
実勲」（東山御文庫「一
条忠良等御会始詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
1月21日

41歳 鴨社御法楽 早苗 （光格合点）五月雨のはるゝ
を待でしづやとる小田のさ
なへのふしたゝ ぬま に（と）

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲 実勲上・鴨社御法楽・
早苗：（光格合点）五
月雨のはるゝ をま ちて

（たで ）しづやとる小
田のさなへのふしたゝ ぬ
ま に（と）、行末のあ
きまつ民のうへわたす
田面すゞ しき露の若なへ

（122）
文政8年
1月28日

41歳 和歌御会始 内裏 春竹添色 こゝ のへに千世へんたけの
ふかみどりいろそふはるの
かぎりしられじ

為全 為則 読師：新源大納言、講師：共福
朝臣、発声：持明院三位

国会本内裏・有栖川宮
本

権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（ 光 格 合 点 ） 九 重に
千世へん竹の深みどり
色そふ春の限りしられ
じ、九重やみどりにち
よの春みえてみかきの
竹の色もそふらし　実
勲」（東山御文庫「一
条忠良等御会始詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
2月4日

41歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）春
水郷

波の音も春はのどかにへだ
つらん霞むみなせの山もと
の里

左兵衛督 為則 講師：顕孝朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政8年
2月16日

41歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）橘
薫枕

ねやの戸のすきまの風のさ
そひきて枕よふかく匂ふ立
花

左衛門督 俊明 隆光 有栖川宮本 実勲。「橘薫枕：（光格
合点）閨の戸のすきま
の風のさそひきてまくら
夜ふかく匂ふ立花　実
勲」（東山御文庫「冷
泉為則等仙洞御当座詠
草伺御留（文政8年）」）

（1冊、 仮 綴、110-6-
11、P7431）。

文政8年
2月22日

41歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 左兵衛督 建房 正房 国会本内裏・有栖川宮
本

文政8年
2月22日

41歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（3
字題）

詠進なし 民部卿 為全 共福朝臣 有栖川宮本

文政8年
2月24日

41歳 月次御会 内裏 組題100首（3
～ 4字題）初
秋薄、落葉深

初秋薄：夏すぎてけさより
秋の初おばなそでふくかぜ
やおどろかすらむ、落葉深：
ちりそひてつもる落葉のい
ろいろは秋のかたみとはら
はでぞみる

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。「初
秋薄：（光格合点）夏
過てけふ(さ)より秋の初
尾花袖吹風やおどろか
すらん　実勲、落葉深:

（光格合点）散そひて
積りかさなる（る落葉の)
色々の（は）秋の形見
とはらはでぞみる　実
勲」（東山御文庫「祐
真等内裏御月次詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
2月25日

41歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（1
～ 2字題）紅
葉

みるに猶あかぬ千しほの秋
深くそめしみぎりの木々の紅
葉ゞ

左兵衛督 為脩 講師：為知 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「禁中・紅葉：（光
格合点）みるに猶あか
ぬ千入に（の）秋ふか
く染しみぎりの木々の紅
葉ゞ 」（東山御文庫「冷
泉為則等聖廟御法楽詠
草伺御留（文政8年）」）

（1冊、 仮 綴、110-6-
11、P7431）。

文政8年
2月25日

41歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題25首（3
～ 4字題）社
頭祈

おさまれる世はながゝ れと誰
もみなおなじ心にいのる神
垣

左衛門督 俊明 講師：顕孝朝臣 有栖川宮本 実勲。「社頭祈：（光格
合点）おさまれる世はな
がゝれとたれも今（皆）
おなじ心に祈る神がき　
実勲」（東山御文庫「冷
泉為則等聖廟御法楽詠
草伺御留（文政8年）」）

（1冊、 仮 綴、110-6-
11、P7431）。

実勲上・聖廟御法楽・
社 頭 祈：（ 光 格 合 点 ）
おさまれる世はながゝ れ
とたれも 今（みな）お
なじこゝ ろにいのる神が
き、しき嶋のみちのさか
へを一すぢにいのるきた
野ゝ 神のみやしろ（111）
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文政8年
2月27日

41歳 賀茂社御法
楽

恋煙 恋 雲（煙）：（光格合点）
終にわがうき名をよそに立
そめし恋のけぶり の（ぞ）
けつかた ぞ（の）なき

東山御文庫「冷泉為則
等賀茂社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲 実 勲 上・ 賀 茂 社 御 法
楽・恋煙：かくぞとも人
はしらじなあさからでこ
がすおもひのたへぬけぶ
りに、（ 光 格 合 点 ）つ 
い（ゐ）にわがうき名を
よそにたてそめし恋のけ
ぶりの（ぞ）けつかたぞ

（の）なき（75）
文政8年
3月8日

41歳 当座御会 内裏 組 題20首（1
～ 2字題）燕

こぞの春すだつふるすをわ
すれずも燕は同じ軒端とふ
声

飛鳥井中納言 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
燕：（光格合点）こぞの
春すだつふるすをわすれ
ずもつばめはおなじ軒端
とふ声、こすの外にな
れにしこぞのつばくらめ
また此春もわすれずやと
ふ（109）

文政8年
3月18日

41歳 神影供 内裏 風静花芳 さきまさるこずゑのどかにか
ぜみえてにほふ香あかぬは
なはいく千世

左兵衛督 俊明 読師：按察大納言、講師：光輝、
発声：左兵衛督

有栖川宮本 権中納言藤原実勲。「咲
まさる梢のどかに風み
えて匂ふ香あかぬ花は
いく千世、吹わたる風
の 心も長 閑 にて幾 春
花のかに匂ひける　実
勲」（東山御文庫「祐
真等柿本神影供詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲上・神影供・風静
花芳：（光格合点）咲
まさるこずゑのどかにか
ぜみえて匂ふ香あかぬ
花はいく千世、ふきわた
る風のこゝ ろも長閑にて
いくはる花のかに匂ひけ
る（114）

文政8年
3月22日

41歳 賀茂社御法
楽

紫藤懸松 （光格合点）紫のえならぬ
色と松が枝のこずゑにかけ
て匂ふ藤波

東山御文庫「冷泉為則
等賀茂社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
3月24日

41歳 月次御会 内裏 躑躅江、款冬
盛、寄藤恋

躑躅江：妻木にはかりもら
されて山陰にさけるつゝ じの
あかぬ紅、款冬盛：置と
めし露に盛の色そへて匂ふ
まがきの山吹のはな、寄藤
恋：藤かづら長きちぎりをく
りかへし松にかけてはたの
む行末

左兵衛督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（光格合点）つま木に
はかりもらされて山陰に
咲るつ じゝのあかぬ紅、
岡のべに春はつゝ じの咲
いでゝ花に紅葉の色や
みすらん、（光格合点）
置とめし露にさかりの色
そへてにほふまがきの山
吹の花、八重一重咲か
さなりて山吹の匂ふさか
りの色ぞえならぬ、（光
格合点）藤かづらなが
き契りをくりかへし松に
かけてぞたのみ行すゑ、
咲藤の色なつかしみ年
月を心のみづにかけて
わすれず　実勲」（東
山御文庫「祐真等内裏
御月次詠草伺御留（文
政8年）」）（1冊、仮綴、
110-6-11、P7431）。

文政8年
3月

41歳 内院　聖廟
御法楽詠草
伺之留　三
月

暮春花 （光格合点）とゞ まりてお
しむかひなく行春を散てぞ

（も）をくれ花の夕風

東山御文庫「冷泉為則
等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
4月24日

41歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 5字題）餘
花何在、夏湊

餘花何在：さきのこる花は
いづこのこかげぞと青葉の
やまを猶たづねみん、夏
湊：舟とむる湊の波にをち
かへり山子規かきねとぶ声

左兵衛督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「余花何在：（光
格合点）咲残る花はい
づこのこかげぞと青葉
の山を猶尋ねみむ　実
勲」（東山御文庫「祐
真等内裏御月次詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
5月24日

41歳 月次御会 内裏 郭 公、 樗 花、
眺望

郭公：声絶ず鳴や五月の
子規いたりいたらぬ里もあ
らじな、樗花：青葉のみし
げるはやしに咲まじる樗の
花の色ぞはへある、眺望：
浦とをくみるめにさはる山も
なし雲ゐにつゞ く沖つ白浪

飛鳥井中納言 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（光格合点）声絶ずな
くや五月の郭公いたりい
たらぬ里もあらじな、ま
どろふは聞もらさじな郭
公夜ふくさ月に鳴てきつ
らば、青葉のみ茂る林
に咲まじるあふちの花の
盛りをぞみる、庭の面は
春より後も紫の色にあふ
ちの花咲るかげ、浦遠
くみるめにさはる山もな
し雲ゐにつ くゞ沖つしら
波、雲晴てこえはるばる
と田子の浦の波にうか
べる雪のふじのね」（東
山御文庫「祐真等内裏
御月次詠草伺御留（文
政8年）」）（1冊、仮綴、
110-6-11、P7431）。

文政8年
6月10日

41歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）夏垣

花をまつ秋ちかければしげ
るとも垣根の草ははらはで
やみん

左衛門督 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実 勲。「 夏 垣：（ 光 格
合点）花をまつ秋ちか
ければしげるとも はら
はで（かきねの）草は
はらはでやみむ　実勲」

（東山御文庫「日野資
矩等内裏御当座詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
6月14日

41歳 内院　水無
瀬 宮 法 楽
詠 草 伺 之
留〔去四月
分〕

忍通恋 （光格合点）しられじなつゝ
む心のかよひ路は忍ぶばか
りの思ひ成けり

東山御文庫「冷泉為則
等水無瀬宮御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
6月17日

41歳 鴨社御法楽 落葉深 （光格合点）ちるまゝ につも
りかさねて雪ならぬ庭のこ
のはも山とこそみれ

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
6 月 18 日

〔四月分〕

41歳 鴨社御法楽 夏野月 （光格合点）月やどる夏野ゝ
草の露分て行径すゞ し影も
またるゝ

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲
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文政8年
6 月 20 日

〔五月分〕

41歳 賀茂社御法
楽

虫声幽 （光格合点）露しもの夜寒
をわびて鳴よははむしのこ
ゑごゑ幽かにぞきく

東山御文庫「冷泉為則
等賀茂社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
6月21日

41歳 内院　聖廟
御法楽詠草
伺之留　四
月分

被忘恋 （光格合点）いつよりか人
の心につれなくもこひ忘草 
しげりてぞ行（生はじめけ
ん）

東山御文庫「冷泉為則
等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
6月24日

41歳 月次御会 内裏 組 題10首（1
～ 2字題）居
所、虫

居所：身をやすくよのこと
わざをよそにすむ深山の奥
の庵やしづけき、虫：軒端
よりまがきの草の末葉にぞ
かけてすづくるさゝ がにのい
と

飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「居所：（光格合
点）身をやすく うき世を
よそにかくれすむ（世の
ことわざをよそにすむ）
み山のおくの庵 ぞ（や）
しづけき、虫：（光格合
点）軒ばより籬の草の
末葉にぞかけて巣づくる
さゝ がにのいと」（東山
御文庫「祐真等内裏御
月次詠草伺御留（文政
8年 ）」）（1冊、 仮 綴、
110-6-11、P7431）。

実勲上・禁中御月次・
居所：君ぞみんいく世
もきよきみかは水すめる
ながれのみぎりならまし、

（光格合点）身をやす
く うきよをよそにかくれ
すむ（よのことわざをよ
そにすむ）深山のおく
のいほ ぞ（や）しづけ
き、虫：朝ゆふのつゆ
にぬれじとみのむしのす
がる木の葉をかくれがに
して、（光格合点）軒端
よりまがきの草の末葉に
ぞかけてすづくるさゝ が
にのいと（116･117）

文政8年
6月25日

41歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（1
字題）苔

かげたかき岩ほにいく世生
のぼるこけのみどりもときは
成らむ

勅 題（ 仁 孝 天
皇）

建房 講師：正房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「禁中・苔：（光
格合点）かげ高きいは
ほにいく世生のぼる苔
のみどりも常盤成らん」

（東山御文庫「冷泉為
則等聖廟御法楽詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
6月25日

41歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（1
～ 2字題）暁

をこたらずつかふる道をい
そげとや暁つぐる鳥の声々

勅 題（ 光 格 上
皇）

重能 講師：光輝 有栖川宮本 実 勲。「 暁：（ 光 格 合
点）をこたらずつかふ
る道をいそげとや暁つぐ
る鳥のこゑごゑ　実勲」

（東山御文庫「冷泉為
則等聖廟御法楽詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
6月

41歳 内院　水無
瀬宮法楽詠
草伺之留

冬祝 （光格合点）いくへにかふ
りつむ雪は君が代の豊年
つきぬ光とぞみる

実勲。東山御文庫「冷
泉為則等水無瀬宮御法
楽詠草伺御留（文政8
年）」（1冊、仮綴、10-
6-11、P7431）。

実勲上・水無瀬宮御法
楽・冬祝：松かげのい
く世の霜ををのがうへに
しらずかさぬるつるの毛
衣、（光格合点）いくへ
にかふりつむ雪は君が
代のとよとしつきぬひかり
とぞみる（150）

文政8年
7月7日

41歳 七夕御会 内裏 七夕鳥 たなばたのまれのあふよの
ほどもなくあけぬとつぐると
りやうらみむ

飛鳥井中納言 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（ 光 格 合 点 ） 棚ばた
のまれの逢よのほどもな
く明ぬとつぐる鳥や恨
みむ、天河ほしの逢せ
も千世のあきかけて絶
せぬかさゝ ぎの橋　実
勲」（東山御文庫「祐
真等七夕御会御詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実 勲 上・ 禁 中 七 夕 御
会・七夕鳥：（光格合
点）たなばたのまれの
あふ夜のほどもなくあけ
ぬとつぐる鳥やうらみん、
あまの河ほしのあふ瀬も
千世の秋かけてたえせ
ぬかさゝ ぎのはし《いく
秋と祝入候》（34）

文政8年
7月24日

41歳 月次御会 内裏 秋植物、秋動
物、恋雑物

秋植物：うへしよりあくる日
毎に咲かへてまがきにかゝ
る朝がほの花、秋動物：
深草やあれて野となる夕暮
はわがすむさとゝ うづら鳴
声、恋雑物：打とけて逢
夜の後はうつり香の残る枕
のひとりねぞうき

雅久 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。「小
夜更て聞をとたかくみる
よりもそよぐぞさびし風の
荻はら、（光格合点）植
しより明る日毎に咲かへ
てまがきにかゝ る朝がほ
の花、山鳥の尾上へだ
てゝ さをしかのくるゝ 夜ご
とにつまこふるこゑ、（光
格合点）ふか草や荒て
野となる夕暮はわがす
む里と鶉鳴こゑ、（光格
合点）打とけてあふよの
後は移りがの残るまくら
のひとりねぞうき、かな
らずと待夕ぐれはよそに
又なかなかきかぬ入相
のかね　実勲」（東山
御文庫「祐真等内裏御
月次詠草伺御留（文政
8年 ）」）（1冊、 仮 綴、
110-6-11、P7431）。

文政8年
7月

41歳 石清水社法
楽詠草伺之
留　七月

寄常恋 （光格合点）忘るなよちぎり
絶ずば別れてもめぐりあふ
べき▢の下帯

東山御文庫「三条西実
勲等石清水社御法楽詠
草伺御留（文政8年）」

（1冊、 仮 綴、10-6-
11、P7431）

実勲

文政8年
7月

41歳 内院　聖廟
御法楽詠草
伺之留

秋夕雲 （光格合点）何となくたゞ よ
ふ雲のいろまでも身にしむ
秋の夕べさびしき

東山御文庫「冷泉為則
等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲 実勲上・聖廟御法楽・
秋夕雲：立いでゝあき
は月まつゆふぐれの山
の端つらくかゝ るしら雲、

（光格合点）なにとなく
たゞ よふ雲のいろまでも
身にしむ秋の夕さびしき

（183）
文政8年
8月16日

41歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）月
前露

くれ竹の葉わけの風のちら
すなよ露によふかくやどる月
影

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「（光格合点）呉
竹の葉分の風のちらす
なよ露に いく秋（よふか
く）やどる月影　実勲」

（東山御文庫「日野資
矩等内裏御当座詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
8月18日

41歳 賀茂社御法
楽

草露映月 （光格合点）草のはの露の
光をそへ むとや（て猶）て
らす花野ゝ 月ぞくまなき

東山御文庫「冷泉為則
等賀茂社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲
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文政8年
8月24日

41歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）秋
田露、秋旅情

秋田露：ながめやる田面を
ひろみ吹風になびく稲ばの
露ぞみだるゝ 、秋旅情：友
もなくこえ行山の夕暮はさ
びしかるべき秋のたび人　

左衛門督 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「秋田露：（光格
合点）ながめやる田面
をひろみ吹風になびくい
なばの露ぞみだるゝ 、秋
旅情：（光格合点）友
もなく越行山のゆふぐれ
はさびしかるべき秋のた
び人　実勲」（東山御
文庫「祐真等内裏御月
次 詠 草 伺 御 留（ 文 政
8年 ）」）（1冊、 仮 綴、
110-6-11、P7431）。

文政8年
8月

41歳 石清水社法
楽詠草伺之
留　八月

生田杜月 （光格合点）紅葉するいく
田の杜の秋の色に毎夜毎
夜月の影ぞ照はゆ

東山御文庫「三条西実
勲等石清水社御法楽詠
草伺御留（文政8年）」

（1冊、 仮 綴、10-6-
11、P7431）

実勲

文政8年
9月9日

41歳 重陽御会 内裏 菊有長生種 きみが代のあきいくかへり
こゝ のへに咲にほふきくの
種は尽せじ

左兵衛督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。「た
ねしあれば秋久かたの
雲の上にけふさく菊のは
なはいく千世、咲にほふ
きくの種はつきせじ（マ
マ）、（光格合点）きみ
がへむ千世もみかきにさ
く菊のさかふる花のたね
はつきせじ　実勲」（東
山 御 文 庫「 飛 鳥 井 雅
光等重陽御会詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
9月13日

41歳 鴨社御法楽 翫庭菊 （光格合点）植そへん庭を
山路と咲きくに円居してみる
花はあかじな

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲 実勲上・鴨社御法楽・
翫 庭 菊：（ 光 格 合 点 ）
植そへん庭をやま路と
咲きくにまどゐしてみるは
なはあかじな、いく秋を
花にかぞへてみるに猶
あかぬ色香の庭のむら菊

（38）
文政8年
9月24日

41歳 月次御会 内裏 月契多秋、紅
葉下菊、名所
浦鶴

詠進なし 飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

参議右近衛権中将藤原
実勲

文政8年
10月18日

41歳 和歌当座御
会

仙洞 松霜、浦浪 松霜：いくたびか霜はをけ
どもふかみどりさかふる松
の万代のかげ、浦浪：つき
せじなはまのまさごにうちよ
せて光くもらぬわかの浦波

民部卿 為全 読師：権大納言、講師：隆光 有栖川宮本 実勲

文政8年
10月18日

41歳 九月忠良公
へ灌頂後之
也

仙洞 2首通題 朝な朝な松の葉しろくをく
霜にいろもかはらずいく世
ふるかげ、（光格合点）い
く度か霜のをけどもふかみ
どりさかふるまつの万代の
かげ、末とをくそらのみるめ
のやたてなくゆたかによす
るおきのしら波、（光格合
点）つきせじなはるもまだ
□に打よせてひかりくもらぬ
わかの浦波　実勲

東山御文庫「冷泉為則
等仙洞御当座詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
10月20日

41歳 鴨社御法楽 時雨雲 （光格合点）此里に時雨し
雲の晴ていまむかふ外山の
峰にかゝ れる

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

実勲 実勲上・鴨社御法楽・
時 雨 雲：（ 光 格 合 点 ）
此さとにしぐれし雲のは
れて今むかふ外山のみ
ねにかゝ れる、さだめな
くあらしに雲はさそはれ
ていく度おなじ雲にしぐ
るゝ （3）

文政8年
10月23日

41歳 於修学院御
当座

修学院 組 題6首（2
字題）

詠進なし 為則 為則 有栖川宮本

文政8年
10月23日

41歳 於修学院御
当座　後座

修学院 十 月 見 紅
葉（各冒頭に

「 か みなづき
のちのみかひ
えちかきやま
にのこすもみ
ぢをもてあそ
ぶ」の一字づ
つを置く）

詠進なし 為則 為則 有栖川宮本

文政8年
10月24日

41歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）雨
中落葉、雪未
深

雨中落葉：小夜風にちりみ
だれつる紅葉ばに窓うつ雨
も音をそへけり、雪未深：
今朝はまだ跡をつけじとみ
る雪も程なく幾重降つもる
らん

為全 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「雨中落葉：（光
格合点）小夜風に散み
だれつる紅葉ゞに窓打
雨も音をそへけり、雪未
深：（光格合点）今朝
はまだ跡をつけじとみる
雪もほどなくいくへ降つ
もるらん　実勲」（東山
御文庫「祐真等内裏御
月次詠草伺御留（文政
8年 ）」）（1冊、 仮 綴、
110-6-11、P7431）。

文政8年
10月

41歳 石清水社法
楽詠草伺之
留　十月

時雨告冬 （光格合点）今朝はゝ や日
影も寒き浮雲のしぐれて冬
をさそひきにけり

東山御文庫「三条西実
勲等石清水社御法楽詠
草伺御留（文政8年）」

（1冊、 仮 綴、10-6-
11、P7431）

実勲

文政8年
10月

41歳 内院　水無
瀬宮法楽詠
草伺之留

初冬霜 （光格合点）三十の葉の露
といつしかをきかはる霜より
みえて冬やきぬらん

東山御文庫「冷泉為則
等水無瀬宮御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政8年
11月14日

41歳 鴨社御法楽 野辺雪 （光格合点）打出てむかふ
もあかじ降つもる都の野べ
の今朝のしら雪　実勲

東山御文庫「三条西実
勲等鴨社御法楽詠草伺
御 留（ 文 政8年 ）」（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

　実勲 実勲上・鴨社御法楽・
野辺雪：（光格合点）う
ちいでゝ むかふもあかじ
ふりつもる都の野べの今
朝のしら雪、ふみわけし
ゆきに跡あるひとすぢの
道の行手の野べの寒けき

（76）
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文政8年
11月24日

41歳 月次御会 内裏 朝 雪、 水 鳥、
祝言

朝雪：大ひえの高ねばかり
にみし雪もみやこに今朝は
降つもるらし、水鳥：むれ
きてや御池をひろみ所えて
たちもさはがずうかぶをし
鴨、祝言：おさまれる八し
まの波の外までもおなじ心
に君あふぐらし

勅 題（ 仁 孝 天
皇）

為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。「松
に吹嵐はゆきに今朝絶
ていとゞ 静けき山かげの
いほ、大ひえの高ねば
かりにみし雪もみやこに
けさは降つもるらし、冬
の夜はうきねや寒き池水
のこほりのとこにねぶる
をし鴨、むれきてや御
池をひろみ所得てたち
もさはがずうかぶをしが
も、おさまれる八嶋の波
の外までも同じ心に君仰
ぐらし、をのがふる千年
のよはひ御園生の▢は
ちぎりて遊ぶ友つる　実
勲」（東山御文庫「祐
真等内裏御月次詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
12月17日

41歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
～ 4字題）田
家雪

此ゆふべ外山をかけて降つ
もる雪にみわたす小田のか
り庵

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「田家雪：（光格
合点）此夕外山をかけ
て降つもる雪にみ渡す
小田のかりいほ　実勲」

（東山御文庫「日野資
矩等内裏御当座詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政8年
12月24日

41歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 5字題）河
上水鳥、遣水

河上水鳥：友あまたおなじ
河べにしたひきてたちもさ
はがずあそぶをしがも、遣
水：をとさへも今朝は氷の
しがらみにさかれてよどむ
庭のやり水

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「河上水鳥：（光
格 合 点 ） 友 千 鳥 同じ
河べにしたひきて立もさ
はがず遊ぶをし 鳥（が
も）、鑓水：をとさへも
今朝は氷のしがらみにさ
かれてよどむ庭のやり水　
実勲」（東山御文庫「祐
真等内裏御月次詠草伺
御留（文政8年）」）（1
冊、 仮 綴、110-6-11、
P7431）。

文政9年
1月18日

42歳 和歌御会始 仙洞 霞中春風 いくかへりかすみへだてゝ ふ
きまさるをともゆたけきはる
かぜのそら

飛鳥井中納言 俊明 読師：新源大納言、講師：為和、
発声：持明院三位

有栖川宮本 権中納言藤原実勲詠。
「（光格合点）いく重に
か霞へだてゝ 吹わたす
をともゆたけき春 の朝
風（風の空）、日にそひ
てをと長閑なる今朝風に
たてる霞のなびくにぞし
る　実勲」（東山御文庫

「一条忠良等御会始詠
草伺御留（文政9年）」）

（1冊、 仮 綴、10-6-
12、P7431）。

文政9年
1月24日

41歳 御会始 内裏 春天象 てらす日のひかりに千世の
春の色もみえてかすめるそ
らののどけさ

飛鳥井中納言 雅久 読師：皇太后宮大夫、講師：顕
孝朝臣、発声：飛鳥井中納言

国会本内裏・有栖川宮
本

権 中 納 言 藤 原 実 勲。
「（ 光 格 合 点 ） 照す日
の光に千世の春の色も
みえてかすめる空のゝ ど
けさ、天つ空みちもか
はらずめぐる日の影長閑
なる春やますらん　実
勲」（東山御文庫「一
条忠良等御会始詠草伺
御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
1月27日

42歳 当座御会 内裏 組 題30首（1
～ 2字題）忍
恋

末つゐにあらはれやせん
なゝ りとも世にしられじと忍
ぶくるしさ

飛鳥井中納言 為脩 読師：隆光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「忍恋：（光格合
点）末つゐに顕れやせ
ん名なりとも世にしられ
じと忍ぶくるしさ　実勲」

（東山御文庫「日野資
矩等内裏御当座詠草伺
御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
1月27日

42歳 鴨社御法楽　
正月

落葉埋菊 （光格合点）　咲のこる花 
をみせじと（もむらむら）
散埋む木葉の下に匂ふしら
ぎく

東 山 御 文 庫「 祐 真 等
鴨社御法楽詠草伺御留

（ 文 政9年 ）」（1冊、 仮
綴、10-6-12、P7431）。

実勲

文政9年
1月

42歳 石清水社法
楽　正月

初春鶯 （光格合点）新玉の年のは
つねをのどかにもつげてや
きなく春の鴬

東山御文庫「久世通理
等石清水社御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政9年
2月21日

42歳 鴨社御法楽 苗代水 （光格合点）いくすぢに水
せき分てますらおが▢まき
おろす小田の苗代　実勲

東 山 御 文 庫「 祐 真 等
鴨社御法楽詠草伺御留

（ 文 政9年 ）」（1冊、 仮
綴、10-6-12、P7431）。

実勲

文政9年
2月22日

42歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（2
～ 4字題）春
月憶昔

水無瀬山おぼろににほふ月
かげにかずみし春のむかし
をぞおもふ

左兵衛督 俊明 読師：共福朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「禁中・春月憶昔：
（光格天皇合点）水無
瀬山朧にゝほふ月影に
かすみし春の昔をぞ思
ふ」（東山御文庫「石
井光宣等水無瀬御法
楽 詠 草 伺 御 留（ 文 政
9年 ）」）（1冊、 仮 綴、
10-6-12、P7431）。

文政9年
2月22日

42歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（3
字題）庭上桜

ほらの中のかすむみぎりに
咲花のいく木のさくらかに
匂ふかげ

飛鳥井中納言 建房 読師：顕孝朝臣 有栖川宮本 実勲。「庭上桜：（光格
合点）此洞のかすむ（洞
の中のかすむ）みぎり
に咲花のいく枝のさくら
香にゝ ほふかげ」（東山
御 文 庫「 石 井 光 宣 等
水無瀬御法楽詠草伺
御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
2月23日

42歳 当座御会 仙洞 組 題30首（3
～ 4字題）帰
雁離々

つれてこし友もおもはでこし
路にやわかれてかりのかへ
り行そら

左兵衛督 光成 光暉 有栖川宮本 実勲

文政9年
2月24日

42歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）織
女後朝、遇恋

織女後朝：あまの河けさは
うき瀬に立かへり又こん秋
を星やまつらし、遇恋：い
ひ出んうきとし月のうらみを
も忘れて人にあふぞうれし
き

民部卿 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲
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文政9年
2月25日

42歳 聖廟御法楽 内裏 組 題5首（3
字題）花透霞

へだてゝ もみゆるや花の色
成らん霞ににほふみよし
のゝ 山

飛鳥井中納言 重能 講師：光暉 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「禁中・花透霞：
（光格合点）へだてゝ も
みゆるや花の色ならん
霞にゝ ほふみよし野ゝ 山」

（東山御文庫「三条西
実勲等聖廟御法楽詠草
伺御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
2月25日

42歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
～ 3字題）遠
村花

ながめやる遠山本の里つゞ
き盛まがはぬ花の白雪

左兵衛督 光成 為知 有栖川宮本 実勲。「遠村花：（光格
合点）ながめやる遠山
本の里つゞ きさかりまが
はぬ花のしら雪　実勲」

（東山御文庫「三条西
実勲等聖廟御法楽詠草
伺御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
2月

42歳 石清水社法
楽　二月

やしろ （光格合点）九重にちかき
南のおとこやの宮ゐをしめ
て君守るらし

東山御文庫「久世通理
等石清水社御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政9年
3月16日

42歳 賀茂社御法
楽

巌嶺藤 （光格合点）紫の色を映し
て▢の池の岸のいはほに
かゝ る藤波　実勲

東山御文庫「有栖川宮
韶仁親王等賀茂社御法
楽詠草伺御留（文政9
年）」（1冊、仮綴、10-
6-12、P7431）。

実勲

文政9年
3月18日

42歳 神影供 内裏 高角山霞 いはみがたたかつのやまの
みねいくへ春ふかきいろに
かすむのどけさ

飛鳥井中納言 光成 読師：源大納言、講師：正房、発声：
源三位

有栖川宮本 権中納言藤原実勲

文政9年
3月23日

42歳 於修学院御
当座

修学院 組 題50首（2
字題）：

詠進なし 雅光 雅光 有栖川宮本

文政9年
3月23日

42歳 於修学院御
当座　後座

修学院 組 題7首（4
字題）：

詠進なし 雅光 雅光 有栖川宮本

文政9年
3月24日

42歳 月次御会 内裏 春曙花、苗代
蛙、羇旅野

詠進なし 雅久 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政9年
4月24日

42歳 月次御会 内裏 組 題20首（1
～ 2字題）若
竹、夏月

若竹：夏の日のかげはへだ
てゝ ことし生のしげるもすゞ
しまどの若竹、夏月：なつ
の夜もふけてはをける霜の
色に月かげすゞ し庭のまさ
ご路

雅光 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。二首とも詠草右
上に「後日詠進。五月
十五日到来」（墨書）と
注有（有栖川宮本）

文政9年
4月30日

42歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）旅夢

いくよ我なれぬたびねの草
まくら見るもみじかきふる里
のゆめ　

左衛門督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

実 勲。「 旅 夢：（ 光 格
合点）いくよわがなれ
ぬ旅ねの草枕みるもみ
ぢかき故郷の夢　実勲」

（東山御文庫「日野資
矩等内裏御当座詠草伺
御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
4月

42歳 石清水社法
楽　四月

夏庵 （光格合点）ほとゝ ぎすまた
でもいくよ鳴やどは枕にち
かき山かげのいほ

東山御文庫「久世通理
等石清水社御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政9年
4月

42歳 聖廟御法楽　
四月

垣卯花 （光格合点）卯花の枝もた
はゝ に咲みちてかこふ垣ね
はまばらにもなき

東山御文庫「三条西実
勲等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲

文政9年
5月17日

42歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）名
所早苗

五月雨のふるの山田には
るゝ 日をまたでも賎の早苗と
るらし

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「名所早苗：（光
格合点）五月雨のふる
の山田にはるゝ ひをまた
で や（も）しづの早苗
取らし　実勲」（東山御
文庫「日野資矩等内裏
御当座詠草伺御留（文
政9年）」）（1冊、仮綴、
10-6-12、P7431）。

文政9年
5月24日

42歳 月次御会 内裏 山郭公、浦郭
公、里郭公

山郭公：おき出ておりしも
きくや郭公ありあけの山の
月になく声、浦郭公：あま
人やふねもめできくうら波に
声もおしまず鳴ほとゝ ぎす、
里郭公：きゝ ふるす人はあ
りとも時鳥こゑたえずなけい
く里の空

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中将藤原実勲

文政9年
6月15日

42歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 左兵衛督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

文政9年
6月24日

42歳 月次御会 内裏 組題33首（か
な題）ふ　や
ま ぶ き、 つ　
つる

ふ　やまぶき：ふく風にちり
しく花の色かへて春をふる
さず咲るやまぶき、つ　つ
る：つくりなす御池のきし
の松のかげ心のどかにあさ
る友づる　

飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政9年
6月25日

42歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（3
～ 4字題）垣
夕顔

よりてみん色も凉しき賎が
やの垣ねにさける露の夕が
ほ

民部卿 重能 講師：顕孝朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「禁中・垣夕顔：
（ 光 格 合 点 ）よりてみ
む色もすゞ しきしづがや
の垣ねに咲る露の夕が
ほ」（東山御文庫「三
条西実勲等聖廟御法楽
詠草伺御留（文政9年）」）

（1冊、 仮 綴、10-6-
12、P7431）。

文政9年
6月25日

42歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題25首（3
～ 4字題）社
頭郭公

ほとゝ ぎすちとせもこゝ に声
たえず神のいがきの松にか
たらへ

為則 為則 講師：隆光 有栖川宮本 実勲。「社頭郭公：（光
格合点）ほとゝ ぎす千
年もこゝ にこゑ絶ず神の
いがきの松にかたらへ」

（東山御文庫「三条西
実勲等聖廟御法楽詠草
伺御留（文政9年）」）（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

文政9年
6月

42歳 石清水社法
楽　六月

雪満群山 （光格合点）むかひみる山
より山のをしなべて降つむ
けさの雪ぞさやけき

東山御文庫「久世通理
等石清水社御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政9年
7月7日

42歳 七夕御会 内裏 七夕述懐 世にしらぬ星の心をおもふ
ぞよそらにちぎりし秋のひと
夜は

民部卿 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

中納言藤原実勲
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文政9年
7月17日

42歳 賀茂社御法
楽

池辺薄滋 （光格合点）影うつす水 か
れがれの（もにごらぬ）池
きしにおばなや波の色をみ
すらん

東山御文庫「有栖川宮
韶仁親王等賀茂社御法
楽詠草伺御留（文政9
年）」（1冊、仮綴、10-
6-12、P7431）。

実勲

文政9年
7月24日

42歳 月次御会 内裏 蘭、蚕、恨 蘭：花の色のほころび匂ふ
ふぢ袴きてみる人もあらぬ
野原に、蚕：ながきよの思
ひやおなじきりぎりすなきよ
る声を枕にぞ聞、恨：吹
かへす葛のうら風うらむる
も人の心の秋にあひにけり

左兵衛督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政9年
7月

42歳 聖廟御法楽　
七月

鹿鳴秋萩 （光格合点）うつろはゞ 恨
てや鳴秋はぎの花におきふ
す野べのさをしか

東山御文庫「三条西実
勲等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲

文政9年
8月16日

42歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
字題）

詠進なし 飛鳥井中納言 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

文政9年
8月24日

42歳 月次御会 内裏 組 題20首（4
字題）名所山
月、名所海月

名所山月：ひばら吹あらし
につれてはつせ山すみのぼ
る月の影ぞさやけき、名所
海月：浪の上のかげもへだ
てずいせの海きよきなぎさ
に月ぞすみそふ

左兵衛督 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政9年
8月24日

42歳 賀茂社御法
楽

寄月述懐 （光格合点）むかひみる月
やいく世の（仰ぎみる月は
神世の）上るよりかはらぬ
かげに 今もすむらん（すみ
まさるらん）

東山御文庫「有栖川宮
韶仁親王等賀茂社御法
楽詠草伺御留（文政9
年）」（1冊、仮綴、10-
6-12、P7431）。

実勲

文政9年
8月

42歳 聖廟御法楽　
八月

橋月 （光格合点）松に吹よさの
浦風をとふけて月すみ渡る
天のはし立

東山御文庫「三条西実
勲等聖廟御法楽詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲

文政9年
9月9日

42歳 重陽御会 内裏 庭籬菊 きみがみんまがきはやまじ
さく菊の花はちとせのこゝ の
へのには

左衛門督 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲 実 勲 上・ 禁 中 重 陽 御
会・庭籬菊：（光格合
点）君がみむまがきは
山路さく菊のはなはちと
せの九重の庭《千々の
秋と祝入候》、さきしより
あかぬにほひもあきいく
世つきぬまがきの庭のし
ら菊（180）

文政9年
9月18日

42歳 賀茂社御法
楽

杜紅葉 （光格合点）置残す露なか
りけ る（り）下枝まで千入
に染し杜の紅葉ゞ

東山御文庫「有栖川宮
韶仁親王等賀茂社御法
楽詠草伺御留（文政9
年）」（1冊、仮綴、10-
6-12、P7431）。

実勲 実 勲 上・ 賀 茂 社 御 法
楽・杜紅葉：をきのこ
す露なかりけ る（り）下
枝まで千しほにそめしも
りの紅葉ゞ 、ぬれてほす
つゆに一しほ色ぞゝ ふあ
かぬけしきの杜のもみぢ
ば（24）

文政9年
9月24日

42歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）紅
葉映日

染のこすこずゑもみえずくれ
なゐのいろは日かげに猶ま
さるらん

左衛門督 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。「紅葉映日：（光
格合点）染残 る（す）
梢もみえずくれなゐのい
ろは日影に猶 やわく（ま
さる）らん」（東山御文
庫「日野資矩等内裏御
当座詠草伺御留（文政
9年 ）」）（1冊、 仮 綴、
10-6-12、P7431）。

文政9年
9月24日

42歳 月次御会 内裏 紅葉有浅深、
対月惜秋、瀧
音幽

紅葉有浅深：染つくす千
しほの木々のなかに又薄き
はゝ その色もまじれる、対月
惜秋：行秋をおしとおもひ
て有明の月にぞむかふ山の
はのかげ、瀧音幽：雲いく
重つゝむそなたの高ねより
音もかすかに落る瀧なみ

為則 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政9年
9月28日

42歳 当座御会 仙洞 組 題30首（1
～ 2字 題 ）：
藤

咲しよりいろうちはえてこず
ゑふくかぜにをとするまつ
の藤波

飛鳥井中納言 建房 有栖川宮本 実勲

文政9年
10月18日

42歳 於修学院御
当座

修学院 組 題30首（3
～ 4字題）

詠進なし 為全 為全 有栖川宮本

文政9年
10月18日

42歳 於修学院御
当座　後座

修学院 組 題6首（3
字題）

詠進なし 為全 為全 有栖川宮本

文政9年
10月24日

42歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 4字題）晩
夏

晩夏：はげしくも降こし空
に虹みえてほどなくはるゝ 夕
立のくも、夜恋：あふと見
しゆめは跡なくさむる夜に
絶々のこるねやのともし火

左衛門督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政9年
11月24日

42歳 月次御会 内裏 名所山雪、名
所野雪、名所
浦雪

名所山雪：はなもみぢしら
ぬときはの山かげにふりつ
む雪の色ぞ木深き、名所
野雪：八千くさのはなのさ
が野ゝおもかげもふりうづ
む今朝の雪にわするゝ 、名
所浦雪：しほたるゝ そでの
うら風音さえてふりつむ雪
をあまやみるらん

飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政9年
11月

42歳 水無瀬宮法
楽　十一月

眺望 （光格合点）鷗たつ波もし
づかにわたの原 みるめは
てなき(みるめをそへて）は
るゝ 遠しま

東山御文庫「石井光宣
等水無瀬御法楽詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲

文政9年
12月14日

42歳 賀茂社御法
楽

薄 （光格合点）萩の葉にあら
ぬ薄も秋風のやどりとみえ
てなびくはかなさ

東山御文庫「有栖川宮
韶仁親王等賀茂社御法
楽詠草伺御留（文政9
年）」（1冊、仮綴、10-
6-12、P7431）。

実勲

文政9年
12月21日

42歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
字題）暮春鴬

おしみてもくれゆく春にさそ
はれてふるすにかへる鴬の
こゑ

民部卿 為脩 講師：隆光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
暮 春 鶯：（ 光 格 合 点 ）
おしみてもくれ行はるに
さそはれてふるすにかへ
る鴬のこゑ、うぐひすも
ちりのこる花の枝しめて
くれゆく春をおしみてや
鳴（181）

文政9年
12月21日

42歳 〔伊勢御伝
受後〕御当
座〔三十首〕

内裏 橋上苔 松かげの千年をかけてはふ
苔のみどりにわたす浪の岩
はし

東山御文庫「日野資矩
等内裏御当座詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲
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文政9年
12月25日

42歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）残
月

鳥のねにおきいでゝ みれば
月はまだあけ行空に影ぞの
これる

民部卿 雅久 有栖川宮本 実勲

文政9年
12月24日

42歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）市
歳暮、冬望

市歳暮：くれて行年のさか
ひはうる時ときそひあらそひ
たつの市久、冬望：木々
はけさはるまつ花のおもか
げにふりつむ雪のながめえ
ならぬ

左兵衛督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政9年
12月

42歳 石清水社法
楽　十二月

蕨 （光格合点）山人のつま木
の庭のはつわらびわが家づ
とに折やそふらん

東山御文庫「久世通理
等石清水社御法楽詠草
伺御留（文政8年）」（1
冊、 仮 綴、10-6-11、
P7431）。

実勲

文政9年
12月

42歳 水無瀬宮法
楽　十二月

き　深雪 （光格合点）きのふよりつも
るがうへに今朝も又ひかり
重なる雪の白妙

東山御文庫「石井光宣
等水無瀬御法楽詠草伺
御 留（ 文 政9年 ）」（1
冊、 仮 綴、10-6-12、
P7431）。

実勲

文政10年
1月18日

43歳 御会始 仙洞 雪透霞 さほひめのつゝ むかすみの
そでのうちにみゆるやゆき
の残るやまの端

民部卿 雅久 読師：民部卿、講師：正房、発声：
雅久

有栖川宮本 権中納言藤原実勲

文政10年
1月28日

43歳 和歌御会始 内裏 毎日有春色 むめかほりやなぎさくらも日
にそひてのどけきはるのい
ろやみすらむ

左兵衛督 為脩 読師：皇太后宮権大夫、講師：
共福朝臣、発声：左衛門督

国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政10年
2月13日

43歳 当座御会 内裏 組 題30首（4
字題）欲出詞
恋

いひ出てのちのつらさはま
さるとももらしそめましふか
きおもひを

左兵衛督 光成 読師：顕孝朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
2月22日

43歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（2
～ 3字題）

詠進なし 左衛門督 光成 読師：為知 国会本内裏・有栖川宮
本

文政10年
2月22日

43歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（2
～ 4字題）田
家春雨

しづがすむ田づらの里はの
どかにもかすみてくるゝ 春雨
のそら

雅久 雅久 読師：共福朝臣 有栖川宮本 実勲

文政10年
2月23日

43歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）河霧

さす棹のをとはきこえて立こ
めしきりの下行よどの川ふ
ね

左衛門督 重能 読師：為知 有栖川宮本 実勲

文政10年
2月24日

43歳 月次御会 内裏 組 題20首（2
字題）夜花、
園花

夜花：盛なる色もにほひも
あかぬよのはなの梢にかす
む月かげ、園花：いく春も
御そのゝ 露に咲はなのふり
せぬいろを君やみるらん

飛鳥井中納言 重徳 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
3月2日

43歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題10首（3
字題）名所桜

よしの山幾木の桜咲しより
ふるさとかけて匂ふはるか
ぜ

飛鳥井中納言 俊明 講師：隆光 有栖川宮本 実勲

文政10年
3月18日

43歳 神影供 内裏 春日望山 まきあぐるこすのとやまのみ
ねいくへかすむながめのは
るの日ながさ

左衛門督 重能 読師：按察大納言、講師：光暉、
発声：左衛門督

有栖川宮本 権中納言藤原実勲

文政10年
3月24日

43歳 月次御会 内裏 簾外鴬、名所
藤、契別恋

簾外鴬：わすれずもつばめ
やきつるこすの外になれに
しこぞの古巣とふ声、名所
藤：時わかぬときはのもり
にさきがけてはるのいろと
や匂ふ藤なみ、契別恋：く
りかへしまたのあふよをもろ
ともにちぎるわかれの衣々
の空

左衛門督 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政10年
3月25日

43歳 聖廟御法楽
〔去月分〕

内裏 組 題50首（2
字題）旅友

けふいく日かたらふたびの
友ならばつかるゝ 道のうさは
まぎれん

民部卿 雅光 講師：正房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
3月26日

43歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
字題）里款冬

たちよりてさかりみよとは山
里にうへもをかじなやまぶ
きの花

飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
4月24日

43歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）春
月、賀茂

春月：さよ深く光ぞ匂ふ春
の月かすめる空にかたぶく
はおし、賀茂：上下のかも
のみやしろ年毎に神まつり
していはふ氏人

左兵衛督 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

二首とも詠草の右上に
「後日詠進。五月廿四
日御到来。即日御順達」

（墨書）と注有（有栖
川宮本）

文政10年
5月24日

43歳 月次御会 内裏 夏月透竹、水
鶏、雨後山水

夏月透竹：すゞ しくも葉分
のかぜにもる月のかげさだ
まらぬ竹の一むら、水鶏：
まつ人のあらばこたへよあく
るまでまがきのいた戸をたゝ
く水鶏に、雨後山水：やま
水のあるかなきかにこけつ
たふしづくも雨のはれてまさ
れり

民部卿 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲。詠
草に「後日詠進」（墨書）
と注有（有栖川宮本）

文政10年
6月7日

43歳 当座御会 内裏 組 題24首（1
字題）扇

ねやのうちにいくよなよな
も手なれぬるあふぎの風は
すゞ しかりけり

左兵衛督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
6月24日

43歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）故
郷萩、網代

故郷萩：うへてみしたが跡
ならむ咲萩のひとり露けき
ふるさとの庭、網代：よる
ひをゝ あじろの床に待あか
す袖さむからじうぢの川風

左衛門督 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
6月25日

43歳 聖廟御法楽 内裏 組 題10首（2
字題）夏萩

夏草の葉山にあきをまたで
先さきまじる萩の花もこそあ
れ

飛鳥井中納言 為全 講師：隆光朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
6月25日

43歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
字題）新樹

あかでみし梅も桜もいづれ
とかわかぬ梢の若葉さしそ
ふ

左衛門督 為脩 講師：光暉 有栖川宮本 実勲

文政10年
後 6 月11
日

43歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
字題）

詠進なし 民部卿 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

文政10年
後 6 月24
日

43歳 月次御会 内裏 秋花夏開、納
涼水、聞声忍
恋

詠進なし 左兵衛督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政10年
7月7日

43歳 七夕御会 内裏 天河 ほしあひのかげみるそらの
晴わたりすゞ しくかよふあま
のかはかぜ

左衛門督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

権中将藤原実勲 実勲上・禁中七夕御会・
天河：あまの河いく世あ
ふ瀬のたえせじとちぎり
ふかめむ水のみなかみ、

（光格合点）ほし合の
かげみる空のはれわたり
すゞ しくかよふあまの河風

《千秋と祝候》（125）
文政10年
7月24日

43歳 月次御会 内裏 組 題20首（1
字題）蘭、蚕

蘭：さゝ がにの糸はあだなる
とぢめにてほころび匂ふ藤
ばかまかも、蚕：ながき夜
のをのがおもひをきりぎりす
ねにたてゝ 鳴あさぢふの庭

民部卿 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
8月16日

43歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）原
月

あさぢ原所せきまでをく露
にやどれる月の影のさやけ
さ

雅久 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲
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文政10年
8月24日

43歳 月次御会 内裏 小鷹狩、馴月、
水邉秋

小鷹狩：朝まだき小鷹ひき
そへかり衣出たつ野べの
露にぬれけり、馴月：言
の葉をかはさでなるゝ ともな
がら袖とふ月の影ぞしたし
き、水邉秋：吹ながす秋
風みえて水の上にむらむら
はるゝ けさの川ぎり

左兵衛督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中将藤原実勲

文政10年
9月9日

43歳 重陽御会 内裏 菊匂留袖 おるそでにあかぬにほひを
とゞ めつゝ 千世のかざしのし
らぎくのはな

飛鳥井中納言 俊明 国会本内・裏有栖川宮
本

権中納言藤原実勲 実勲上・禁中重陽御会・
菊匂留袖：（光格合点）
おる袖にあかぬ匂ひを
とゞ め けん（つゝ ）千世
のかざしのしら菊の花、
君がへむちよをみかきに
つむきくの花の香にほふ
袖の秋かぜ《千秋と祝
候》（115）

文政10年
9月21日

43歳 於修学院御
当座

修学院 組 題30首（2
字題）

詠進なし 雅久 雅久 有栖川宮本

文政10年
9月21日

43歳 於修学院御
当座　後座

修学院 組 題6首（3
～ 4字題）

詠進なし 雅久 雅久 有栖川宮本

文政10年
9月24日

43歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 4字題）泉、
恨

泉：影うかぶ月をまつまの
手すさびに結ぶ泉の水の
すゞ しさ、恨：秋にうつる
人のこゝ ろの色みえて恨た
えせぬ風のくずはら

左衛門督 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
10月19日

43歳 当座御会 内裏 組 題10首（1
～ 2字題）田
家

秋はてゝ たれかとふべき小
山田にのこるもさびしわら
のかりいほ

飛鳥井中納言 重能 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
10月24日

43歳 月次御会 内裏 時 雨、 落 葉、
恋風

時雨：まどのうちにさすや
夕日のかげながら時雨しぐ
るゝ うき雲の空、落葉：み
るもおし風のまにまにさそは
れて木葉はもろくちりつもる
かげ、恋風：松の戸にきく
もつれなくこのゆふべ心さ
はがす風のをとづれ

民部卿 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政10年
11月24日

43歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）浦
伝千鳥、寄碇
恋

浦伝千鳥：すむ月の影み
ぬ波の浦づたひ鳴や千鳥
の声ぞさえ行、寄碇恋：波
におろすあまの小ぶねのい
かりなば長き思ひの恋にし
づまむ

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
11月27日

43歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）朝
竃煙

やま人の袖さむからじあさ
風のけぶりふきしくをのゝ す
みがま

為全 為則 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政10年
12月17日

43歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

文政10年
12月18日

43歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
字題）岡葛

影やどる露ふきちらすさよ風
を月にうらみん岡の葛原

飛鳥井中納言 光成 有栖川宮本 実勲

文政10年
12月24日

43歳 月次御会 内裏 千どり、うづ
みび、年のく
れ

千どり：よゝ の跡思ふやわ
かの浦波に心をよせて千鳥
鳴こゑ、うづみび：冬さむ
き雪もあらしも窓のうちにわ
すれて向ふよはの埋火、年
のくれ：花紅葉みし春あき
も過しきて暮行年ぞおしま
れにける

飛鳥井中納言 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
1月18日

44歳 御会始 仙洞 河憐春風光 のどけさはむかふ日ごとに
やはらぐるはるのひかりの
かぜもかすみて

左衛門督 重能 読師：日野前大納言、講師：光暉、
発声：左京大夫

有栖川宮本 権中将藤原実勲

文政11年
1月24日

44歳 和歌御会始 内裏 鴬鳴梅 こゑのうちに千とせをこめて
梅つぼの花にさへづるはる
のうぐひす

民部卿 為全 読師：源大納言、講師：隆光朝臣、
発声：左兵衛督

国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
1月26日

44歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）梅
花風静

君が代の千世のかざしとゆ
るく吹かぜものどかに匂ふ
梅がゝ

左兵衛督 為脩 講師：正房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
2月10日

44歳 当座御会 仙洞 組 題30首（4
字題）

詠進なし 民部卿 為脩 講師：為脩 有栖川宮本

文政11年
2月22日

44歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（2
字題）雪朝

ふりつみてはるゝ あさ日に白
妙のひかりかゞやくゆきの
山端

飛鳥井中納言 重能 講師：光暉 有栖川宮本 実勲

文政11年
2月23日

44歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）嶺花

嶺いく重さきかさなれる花
の色はあかぬながめのみよ
しのゝ 春

飛鳥井中納言 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
2月24日

44歳 月次御会 内裏 組題100首（3
字題）夕鷹狩、
名所市

夕鷹狩：夕日かげのこる末
野にたつ鳥をたかひきすへ
て猶やたづねん、名所市：
朝な夕なあらそひたちてゆ
きゝ にもなにをもとめむ辰の
市人

左兵衛督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
2月25日

44歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（1
字題）蕨

春きぬと荻のやけはらかき
わけてもゆるさわらびおるも
めづらし

飛鳥井中納言 建房 講師：隆光朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
2月25日

44歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
～3字題）盧
橘

すみすてし昔しのべど今も猶
はなたち花の匂ふふるさと

雅久 雅久 講師：重基朝臣 有栖川宮本 実勲

文政11年
3月18日

44歳 神影供 内裏 瑞籬花 さかへゆくはなもいく世のい
ろそへてこのみづがきのは
るにさくらし

民部卿 為全 読師：皇太后宮権大夫、講師：
光政、発声：前新源大納言

有栖川宮本 権中将藤原実勲 実勲上・神影供・瑞籬花：
（光格合点）さかへ行
はなもいく世の色そへて
此みづがきの春に咲らし

《千春祝入候》、神や
みん此みづがきにさきい
でゝ にほひくはゝ る花はい
くはる（113）

文政11年
3月22日

44歳 水無瀬宮御
法楽〔去月
分〕

内裏 組 題20首（3
字題）寄雉恋

あふ事はかた山きゞ すわれ
もまたなくねを人にかくとつ
げまし

雅光 雅光 講師：重基朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
3月24日

44歳 月次御会 内裏 遊糸、蛙、逢
恋

詠進なし 右衛門督 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
3月26日

44歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）

詠進なし 右衛門督 建房 有栖川宮本

文政11年
3月23日

44歳 於修学院御
当座

修学院 眺望春 詠進なし 為則 為則 有栖川宮本

文政11年
3月23日

44歳 於修学院御
当座　後座

修学院 組 題30首（3
～ 4字題）

詠進なし 為則 為則 有栖川宮本

文政11年
4月23日

44歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
～ 4字 題 ）

〔春〕葛城山

春がすみへだてゝ ぞみるか
つらぎやたかねに匂ふ花の
しら雲

民部卿 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
春　葛城山：（光格合
点）春がすみへだてゝ ぞ
みるかつらぎやたかねに
匂ふ花のしら雲、よそな
がらみるもえならぬさく
花の白雲かゝ るかつらぎ
の山（94）
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文政11年
4月24日

44歳 月次御会 内裏 組 題31首（2
～ 3字題）卯
花、五月雨

〔刷改〕卯花：ふくるともさ
かりの色にしらでみる卯花
月夜かげのさやけさ、五月
雨：日にそへて水まさりけり
飛鳥川ふちせぞわかぬ五
月雨の比

民部卿 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御月次・
卯花：（光格合点）更
るともさかりの色にしら
でみる卯花月夜影のさ
やけさ、卯花のさかりの
ころはゆきとみて道をぞ
たどる小野ゝ山人、五
月雨：をやみなくふりぬ
るほどもかぎりありて今
朝ははれ行五月雨の雲、

（光格合点）日にそへ
て水まさりけり飛鳥川ふ
ちせぞわかぬ五月雨の
ころ（71・72）

文政11年
5月21日

44歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）岡
郭公

ひとこゑを岡べの松のした
かげにやすらひてきく山ほ
とゝ ぎす

左衛門督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
5月24日

44歳 月次御会 内裏 早苗多、五月
雨、海上舟

早苗多：かへるべき里やち
かしとくるゝ まで小田のさな
へをとれどつきせぬ、五月
雨：つねはせく岩にも瀧の
しら糸をかくる御池のさみだ
れの比、海上舟：浦とをく
みるめをそへてなみの上こゝ
ろあるあまの舟やうかべる

左衛門督 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
6月19日

44歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
～ 4字題）

詠進なし 左兵衛督 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

文政11年
6月24日

44歳 月次御会 内裏 組 題20首（1
～ 6字題）遊
糸、唐人

遊糸：くれがたき春の日影
を中空にむすびとめてやあ
そぶ糸ゆふ、唐人：わが国
にもろこし人やさまざまのつ
たへし文のをしへをもみむ

民部卿 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
6月25日

44歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
字題）春河

さえかへるあらしやさらにうち
とけし氷をむすぶ春の山河

左衛門督 光成 講師：正房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
6月25日

44歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
～ 3字 題 ）：
夏祓

身のつみをながせるあさの
ゆふは川よる波すゞ し夏もよ
どまず

民部卿 為脩 講師：為知 有栖川宮本 実勲

文政11年
7月7日

44歳 和歌御会 内裏 七夕琴 ほしまつる空に手向るたま
ごとのいともたえせぬしらべ
うくらし

左兵衛督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
7月24日

44歳 月次御会 内裏 風庭荻、尋虫、
恋餘波

風庭荻：あきかぜのふけゆ
く軒のした荻のをとづれた
えぬよはのさびしさ、尋虫：
草の露わけゆくかたにこゑ
はしてありかさだめぬ野べ
の松むし、恋餘波：しら
れじと鳥のねまたずおきい
でゝ かへるわかれの名残つ
きせじ

左兵衛督 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

権中将藤原実勲

文政11年
8月24日

44歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 3字題）秋
風、秋杜

秋風：末とをく小田のいな
ばの打なびきほなみをわた
る秋のゆふかぜ、秋杜：
露しもの染つくしけり幾千
しほあかぬけしきの杜の紅
葉ゞ

飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
8月25日

44歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）名
所春曙

浦遠く月ものこりて難波が
た入江かすめる春の明ぼ
の

飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
名所春曙：（光格合点）
波の上に（浦とをく）月
ものこりてなにはがた 
かすむ 入 江 の（ 入 江
かすめる）春のあけぼ
の、いつはあれどあか
ぬながめのさほ川や水
のけぶりもかすむあけぼ
の（100）

文政11年
9月9日

44歳 重陽御会 内裏 菊匂随風 きみがへむ千世もみかきの
秋風のにほひは菊のはなに
つきせじ

民部卿 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
9月24日

44歳 月次御会 内裏 秋山朝、秋野
夕、秋浦夜

秋山朝：しぐれをもまたで
や露の朝な朝な山の木の
葉の色そへにけり、秋野夕：
をのがふす野べのあさぢの
ところえて夕さびしく鶉なく
声、秋浦夜：あまのすむ
浦のとまやに波かぜのよさ
むの衣うちもたゆまず

雅久 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
10月24日

44歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）暮
天残雁、冬憑
恋

暮天残雁：秋かぜにをくれ
しかりやふる雪の此ゆふぐ
れになきてきぬらむ、冬憑
恋：冬の夜のながき契りを
たのみてもひとりね寒き床
のさむしろ

左衛門督 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。二首ともに「後
日詠進」（墨書）と注有

（有栖川宮本）

文政11年
11月24日

44歳 月次御会 内裏 月光映氷、寒
雁添声、関路
行客

詠進なし 左兵衛督 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政11年
12月24日

44歳 月次御会 内裏 組題100首（1
～ 2字題）郭
公、

郭公：おきいでゝ 折しもきく
や郭公有明の月の空になく
声、夢：ながき夜を心やす
めてぬるが内に夢にいく世
の昔をぞみる

飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
1月18日

45歳 御会始 仙洞 氷消雪残 はるきてものこれるこぞのゆ
きさむみこほりはとけしいけ
のみぎはに

左兵衛督 顕孝 読師：按察大納言、講師：光政、
発声：飛鳥井中納言

有栖川宮本 権中納言藤原実勲

文政12年
1月24日

45歳 和歌御会始 内裏 浪澄鶴影浮 むれてゐるあしべのたづの
千世のかげうつしてすめる
わかのうら波

左衛門督 光成 読師：民部卿、講師：重基朝臣、
発声：源三位

国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
1月26日

45歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
字題）田上雁

峯こえてふもとの小田に此
ゆふべ一つらおつる秋の雁
がね

民部卿 雅光 読師：光政 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
2月22日

45歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（4
字題）竹近聞
鴬

かはらずも軒端の竹の春毎
に千世をこめてやきゐるうぐ
ひす

飛鳥井中納言 雅久 講師：光政 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中水無瀬宮
御法楽・竹近聞鴬：（光
格合点）かはらずも軒
端の竹の 柴がくれ（は
るごと）に千世をこめて
やきゐるうぐひす、まどち
かくとひきてなるゝ うぐひ
すのなくねもあかぬくれ
竹のかげ（156）

文政12年
2月24日

45歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）嶺
花、崎花

嶺花：たぐひなきみねより
みねに咲つ くゞかぎりやい
づこみよしのゝ花、崎花：
吹おつるひらの山かぜ心せ
よはなさかりなるしがのから
さき

民部卿 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲
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文政12年
2月25日

45歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 4字題）名
所梅

行てみむ道のしるべと匂ひ
くるさそふ梅づの里の春風

左兵衛督 俊明 講師：為知 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中聖廟御法
楽・ 名所梅：うらゝ か
にかすむ難波の浦かぜ
にいり江をとをく匂ふ梅
がゝ 、（光格合点）行て
みむ道のしるべとにほひ
くるさそふ梅づの里のは
る風（64）

文政12年
2月30日

45歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）別
恋

こと葉さへのこるはおしと思
ふ夜を明しもはてずいそぐ
別路

左衛門督 光成 読師：隆光朝臣 有栖川宮本 実勲

文政12年
3月7日

45歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）春海

春にふくいそ山あらしをとた
えてみるめのどかにかすむ
海づら

左衛門督 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
3月22日

45歳 水無瀬宮御
法楽〔去月
分〕

仙洞 組 題20首（2
字題）春燈

まどのうちにさしいる影もか
すむ夜の月にそむくる春の
ともしび

民部卿 雅久 読師：為知 有栖川宮本 実勲

文政12年
3月25日

45歳 聖廟御法楽
〔去月分〕

仙洞 組 題10首（4
字題）花為春
友

ながき日をこと葉かはさぬ
友とみてなぐさむ花のさかり
えならぬ

飛鳥井中納言 建房 読師：隆光朝臣 有栖川宮本 実勲

文政12年
3月26日

45歳 於修学院御
当座

修学院 春日遊覧 詠進なし 雅光 雅光 有栖川宮本

文政12年
3月26日

45歳 於修学院御
当座〔後座〕

修学院 組 題30首（2
～ 3字題）

詠進なし 雅光 雅光 有栖川宮本

文政12年
3月28日

45歳 月次御会 内裏 梨 花、 杜 若、
躑躅

梨花：月雪にまがひし梅の
色よりもなを白妙の山なし
の花、杜若：くれて行春の
なごりもかきつばた花さきか
こふ池のみぎはに、躑躅：
かへるさもわすれでぞ見る
あしひきの山辺のつゝ じ花
の一しほ

為全 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
4月18日

45歳 神影供 内裏 首夏新樹 あるはなのあとはあを葉の
わかみどりすゞ しくしげるな
つはきにけり

左兵衛督 顕孝 読師：按察大納言、講師：為知、
発声：源三位

有栖川宮本 権中納言藤原実勲

文政12年
4月24日

45歳 月次御会 内裏 組 題10首（5
字題）梅花琴
上飛、老鶴立
池岸

梅花琴上飛：つまごとのし
らべにかよふはる風に軒ば
の梅の花ぞみだるゝ 、老鶴
立池岸：をのがへしよはひ
やいく世しらつるの池のきし
ねになれてたつらし

雅光 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
5月15日

45歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
～ 4字題）暮
春鴬

とゞ まらぬ名残にぞきく鴬も
春のわかれの夕ぐれのこゑ

左兵衛督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
5月24日

45歳 月次御会 内裏 夏 草、 照 射、
恋月

夏草：ふきわくる夕風みえ
てひとつ色になびくもすゞ し
庭の夏草、照射：後の世
のつみをもしらでますらお
がいくよ山辺にともしさすら
む、恋月：まちふけてかた
しく袖のたまくらをちぎらぬ
月のとふ影もうし

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲 実勲上・禁中御月次・
夏草：（光格合点）ふ
きわくる夕風みえてひと
つ色になびくもすゞ し庭
のなつ草、子日せしこま
つが原もうづもれぬ草の
葉たかくしげりそふらむ。
照射：（光格合点）後
の世のつみをもしらでま
すらおの（が）いくよ山
辺にともしさすらし（む）、
なくねをもたてぬは山の
鹿やさぞいくよともしに
身をこがすらむ。恋月：

（光格合点）待ふけて
かたしく袖のたまくらをち
ぎらぬ月のとふ影もうし、
もろともにみしよわすれ
ぬ面かげをよなよなさそ
ふ月ぞつれなき（4･5）

文政12年
6月8日

45歳 当座御会 内裏 組 題20首（2
字題）嶺雲

そら高く月はのこりてあけぬ
るか一すぢしらむみねのよ
こぐも

飛鳥井中納言 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中御当座・
嶺雲：夕ぐれはそなた
のみねとさしかへる色な
き雲のかゝ る一むら、（光
格合点）そらたかく月
はのこりてあけぬるか一
すぢしらむみねのよこ雲

（37）
文政12年
6月24日

45歳 月次御会 内裏 組 題50首（3
～ 4字題）蚊
遣火煙、故郷
蝉

蚊遣火煙：くれゆけばのき
にくゆらすかやり火のけぶり
の末に遠ざかる声、故郷
蝉：ふる里の軒ばの松にこ
とゝ へばなきたつ蝉の声ば
かりして

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
6月25日

45歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（3
字題）独述懐

をろかなるわが身にあまるく
らゐ山のぼりし君のめぐみ
をぞ思ふ

左衛門督 顕孝 講師：隆光朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
6月25日

45歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（1
字題）菫

花の色はこきむらさきにす
みれ草さきてまがきの春お
しむらむ

左衛門督 光成 講師：正房 有栖川宮本 実勲

文政12年
7月7日

45歳 七夕御会 内裏 乞巧奠 ほしまつる手向のにはのと
もし火のかげもふけゆくよ
はのすゞ しさ

飛鳥井中納言 建房 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
7月24日

45歳 月次御会 内裏 槿、露、筏 槿：中がきのへだてをこし
てこなたにもはなのかずか
ずみする朝顔、露：ふきわ
たる小野ゝ しの原かぜ見え
てをきあまる露の玉や散ら
ん、筏：おほゐ河いはこす
なみのはやき瀬はたゝ むい
かだをくだしなれけり

民部卿 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
8月28日

45歳 〔 去 廿 四日
御延引〕月
次御会

内裏 組 題50首（3
～ 4字題）古
渡月、月前鶏

古渡月：夕霧のへだてもは
れていづみ川とをきわたり
にすめる月かげ、月前鶏：
かたぶくをおしと思ふよもあ
けぬとや月になくらむ夕つ
げのこゑ

左衛門督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政11年
9月9日

45歳 重陽御会 内裏 菊粧如錦 江にあらふにしきもかくやさ
きまじるみいけのきしのむら
ぎくのはな

右兵衛督 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
9月14日

45歳 於修学院御
当座

修学院 山水秋深 詠進なし 為全 為全 有栖川宮本

文政12年
9月14日

45歳 於修学院御
当座〔後座〕

修学院 組 題30首（3
～ 4字題）

詠進なし 為全 為全 有栖川宮本
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文政12年
9月24日

45歳 月次御会 内裏 擣 衣、 紅 葉、
逢恋

擣衣：もしほくむ袖のうら
風身にしめてなみかけころ
もあまやうつらむ、紅葉：
秋ふかく千しほにそめてをぐ
ら山みゆきをまつやみねの
紅葉ゞ 、逢恋：こえかねしこゝ
ろの関のゆるしてやかはす
契りのあふ坂のやま

飛鳥井中納言 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
10月7日

45歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）七
夕

君がへむいく世の秋をため
しにてちぎりたえせぬほし
合のそら

民部卿 為脩 有栖川宮本 実勲

文政12年
10月13日

45歳 和歌当座御
会

内裏 組 題20首（3
字題）瀧雨過

岩つたふ瀧のひゞ きの音そ
へてまなくしぐるゝ 風のうき
雲

飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
10月24日

45歳 月次御会 内裏 組 題67首（1
～ 4字題）帰
雁、懐旧

帰雁：咲はなのみやこの春
をよそにみてかすむ雲路を
かへる雁がね、懐旧：水く
きのかきのこす跡をみるに
猶みちのをしへの昔をぞお
もふ

民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
11月24日

45歳 月次御会 内裏 浦伝千鳥、夜
寒重衾、雪中
眺望

詠進なし 飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政12年
12月2日

45歳 当座御会 内裏 組 題30首（3
～ 4字題）名
所菖蒲

五月雨に水もますたのいけ
ひろみおひたつあやめかほ
るすゞ しさ

民部卿 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政12年
12月24日

45歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）嶺
時雨、老後歳
暮

詠進なし 左衛門督 光成 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
1月18日

46歳 御会始 仙洞 庭樹多佳趣 おひしげるしばのみぎりのま
つの葉はきみがへぬべき千
世のかずかも

飛鳥井中納言 光成 読師：甘露寺一位、講師：重基
朝臣、発声：源三位

有栖川宮本 権中将藤原実勲

文政13年
1月24日

46歳 和歌御会始 内裏 松風調琴 まつにふく千世の春風かよ
ひきてあかぬしらべのつま
ごとのこゑ

左兵衛督 顕孝 読師：日野前大納言、講師：正房、
発声：左衛門督

国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
2月4日

46歳 当座御会 内裏 組 題30首（2
字題）夏恋

夕すゞ みはしゐながらにま
つ人はとはであけ行なつの
みじかよ

左衛門督 光成 講師：隆光朝臣 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
2月19日

46歳 当座御会 仙洞 組 題30首（2
～ 3字題）恨
絶恋

いひしよりたえぬる中となり
にけりうらみばかりは今もの
こりて

左兵衛督 顕孝 読師：光政 有栖川宮本 実勲

文政13年
2月22日

46歳 水無瀬宮御
法楽

内裏 組 題20首（3
字題）春月朧

かすむこそ春のならひとな
がめてもつらしや月のおぼ
ろなる影

民部卿 建房 講師：光政 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
2月22日

46歳 水無瀬宮御
法楽

仙洞 組 題20首（2
字題）苗代

▢すてしこぞのふる田をす
きかへしなはしろいそぐ時
はきにけり

左衛門督 顕孝 読師：隆光朝臣 有栖川宮本 実勲

文政13年
2月24日

46歳 月次御会 内裏 組 題50首（1
～ 2字題）早
蕨、初雁

早蕨：けふこずはおひやし
つらむ山がつの折のこした
る谷のさわらび、初雁：秋
風の吹はまたるゝ 初雁のけ
さめづらしく渡る一つら

飛鳥井中納言 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
2月25日

46歳 聖廟御法楽 内裏 組 題50首（2
～ 3字題）黄
葉

しぐれをもまたでや露にくち
なしの一しほそめの庭の紅
葉ゞ

左衛門督 光成 講師：為知 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・禁中聖廟御法
楽・黄葉：（光格合点）
しぐれをもまたでや露に
くちなしの一しほそめの
庭の紅葉ゞ 、をく露のま
だ下ぞめのはつもみぢこ
きもうすきもわかぬ色なる

（187）
文政13年
2月25日

46歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
～ 4字題）梅
未開

春きてもかきねの梅のはな
よいかにまださきやらぬ色
かをぞまつ

雅久 雅久 読師：正房 有栖川宮本 実勲

文政13年
3月7日

46歳 当座御会 内裏 組 題20首（3
字題）春山家

きてもみよ都は花のちるとて
も軒端の山にのこる桜を

雅久 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
3月18日

46歳 神影供 内裏 花間春月 さきみちしはなのはやしの
いろそへて木のまにゝ ほふ
はるのよのつき

飛鳥井中納言 雅久 読師：鷲尾前大納言、講師：為知、
発声：左京大夫

有栖川宮本 権中将藤原実勲 実勲上・神影供・花間
春月：（光格合点）咲
みちし花のはやしのいろ
そへて木のまに匂ふは
るのよの月、おしむべき
花の木のまに夜をのこす
かすめる月の有明のかげ

（22）
文政13年
3月24日

46歳 月次御会 内裏 花 霞、 田 蛙、
風帆

詠進なし 民部卿 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
後3月7日

46歳 当座御会 内裏 組題30首（か
な題）きしの
藤なみ

千世かけて咲匂ふいろもふ
りせじなはるの御池のきし
の藤なみ

民部卿 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
後 3 月16
日

46歳 於修学院御
当座

修学院 春日遅々 詠進なし 雅久 雅久 有栖川宮本

文政13年
後 3 月16
日

46歳 於修学院御
当座〔後座〕

修学院 組 題6首（3
～ 4字題）

詠進なし 雅久 雅久 有栖川宮本

文政13年
後 3 月24
日

46歳 月次御会 内裏 組 題5首（1
字題）夏、恋

夏：心あれや夏きて咲るを
そ桜わすれぬ春をのこす一
本、恋：日にそひてつもる
おもひを岩つ じゝいろにい
でゝ やしらせそめまし

左兵衛督 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
4月24日

46歳 月次御会 内裏 新樹露、郭公
待五月、遇不
逢恋

新樹露：梢よりちる露みえ
てすゞ しくもなびく若葉の枝
の朝かぜ、郭公待五月：
この比はしのび音に鳴ほ
とゝ ぎすをのがさつきのよる
や侍らん、遇不逢恋：わ
すれじといひてわかれしき
ぬぎぬのその曙やかぎり成
らん

雅光 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
4月27日

46歳 当座御会 内裏 組 題10首（3
字題）

詠進なし 飛鳥井中納言 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

文政13年
5月24日

46歳 月次御会 内裏 組 題21首（3
～ 5字題）連
夜待郭公、夕
郭公

連夜待郭公：ふくるまでま
つにねぬよをかさねても山
ほとゝ ぎす声のつれなさ、
夕郭公：村雨ははるゝ 夕の
雲間よりやまほとゝ ぎす声も
らすらん

左衛門督 為脩 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲
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文政13年
6月24日

46歳 月次御会 内裏 夏夜月庭、瀧
上蝉、羇旅

夏夜月庭：くるゝ よりまちい
でゝ みればかげすめる月に
なりゆく庭のすゞ しさ、瀧上
蝉：岩つたふたきのひゞ き
にうちそへて鳴たつせみの
声ぞ木ぶかき、羇旅：たび
ごろもひとよひとよに立いで
しわがふるさとやとをざかる
らむ

左兵衛督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
6月25日

46歳 聖廟御法楽 内裏 組 題10首（3
字題）納涼風

あつき日は影くれそめてゆ
ふすゞ み秋をもまたぬかぜ
や吹らむ

飛鳥井中納言 顕孝 講師：正房 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲 実勲上・聖廟御法楽・
納涼風：立よりてまし葉
折敷あつさをもわするふ
もとの風の涼しさ、（光
格合点）あつき日は 影
かたぶきて（影くれそめ
て）夕すゞ み秋をもまた
ぬかぜや吹らむ（152）

文政13年
6月25日

46歳 聖廟御法楽 仙洞 組 題50首（2
～ 4字題）水
辺蛍

けちがたきをのが思ひを川
水にうつすほたるやもえあ
かすらむ

民部卿 為全 講師：為和 有栖川宮本 実勲 実勲上・禁中聖廟御法
楽・水辺蛍：（光格合
点）けちがたき お（を）
のが思ひを川水にうつ
すほたるやもえあかすら
む、池ひろみ水草かく
れにすゞ しくもすだく蛍の
くれてみゆらむ（151）

文政13年
7月24日

46歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）若
草、寄雲恋

若草：長閑なる春のひかり
に雪きえてむらむら青む庭
のわかくさ、寄雲恋：恋す
てふあだしうき名は中空に
たつしら雲のきえもはてな
で

民部卿 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲。二首ともに「後
日詠進」（墨書）と注有

（有栖川宮本）

文政13年
8月24日

46歳 月次御会 内裏 雲収月明、塩
屋月、寄月祝
世

雲収月明：あまのはらみし
ゆふ暮の雲きえてひかりさ
やかに月はすみけり、塩屋
月：すむかげの月にぞおし
む心せよなだのしほやにた
つるけぶりを、寄月祝世：
おさまれるよは久かたのゆ
く末もかはらぬかげに月や
すむらむ

左兵衛督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
9月9日

46歳 重陽御会 内裏 菊有延年色 はなのいろはつゆにみがき
てやちとせのあきもおひせ
ずにほふしらぎく

左衛門督 顕孝 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
9月24日

46歳 月次御会 内裏 組題100首（2
～ 4字題）秋
変恋、秋旅情

秋変恋：契りてしことの葉
草も秋たけてうつろふ色の
中ぞかれゆく、秋旅情：ふ
る郷を忍ぶたびねの野べさ
むみ心をしほる夜半のあき
風

左衛門督 雅光 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

文政13年
10月24日

46歳 月次御会 内裏 松霜深、水鳥
多、相思恋

松霜深：たちならぶこずゑ
にふかくをく霜のはな咲松
の色もさむけし、水鳥多：
うちむかふみづひろ沢のい
けの面はあさるもおほきを
しがもの声、相思恋：諸と
もにまさるおもひの中なれ
ばかはすこと葉のたがふよ
ぞなき

飛鳥井中納言 雅久 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲

文政13年
11月28日

46歳 月次御会 内裏 組 題20首（2
～ 4字題）月
照雪、寒草帯
雪

詠進なし 左兵衛督 俊明 国会本内裏・有栖川宮
本

実勲

天保1年
12月24日

46歳 月次御会 内裏 早梅匂、歳中
鴬、巌上苔

早梅匂：咲残る菊より後は
花なしとおもふ冬木の梅か
ほるなり、歳中鴬：をのが
世の春まちかねて年の内に
鳴ねもあかぬ庭のうぐひす、
巌上苔：よる波のか るゝい
はほはむす苔のかはく間も
なくぬれて色こき

為全 為全 国会本内裏・有栖川宮
本

権中納言藤原実勲


